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JUKI は、を义化を創造します。 
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工業用ミシンドバレルシステム機器あ革厚物機器家庭巧ミシンを電製品菊廷巧品 
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大同が首をで折り返す勇子 1 部) 

〜大崎、連覇じ向けて-歩リード(女子1部)〜 


第 W 回曰本リ—ヴ前期 
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♦第1週第1日 (W 月が日) 
岩手県営体育館 


=1張商会 gj 


、 ul 8^ 9中が荷役 

，じ— り J 1運 翰 

〔戦評〕中村荷役.田口の豪快な 
ロングシユ！卜でスタ— 卜。二 I 陽 
も裤田のロング、小河原のポスト 
と多彩なプレ！で着々と加点、ず 
つでは一二陽 GK 高橋が無駄のない 
を ーピン グ でな 撃力豊かな中村荷 
なを前半8点に抑え、速攻なども 
化か、 9点差としてがリ 返す。 

後平、一二陽はゆとりを持って終 
始、 I 方、中村荷役は八尾に速攻、 
サイドなどに光るものがあったが、 
太おを縮めることができなかった。 
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橋 W 島原坪ぶ藤田中パ井 
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日新製卻が 


S 大崎電気 


、.け 1 C 

り一兰 

1： 蜗評)閱始2；秒、曰新•堀西が 
いきなりホ制。その後も力強い攻 
巧去爲せて巧—9と大きくり—ド。 


後半に入り、大崎はサィドな撃、 
止屋の速攻などで連取、 U 分過ぎ 
じはと逆転。そのまま大崎 
が逃げ切るかと思われたが、日新 
が驚異的な粘りを見せ、残り6秒 
大崎•止屋のシュ—卜を GK 宇田 
川が止め、お口へボールをつない 
で残り1秒に wig の同点シュ— 
卜を決めて引き分ける。 
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♦第1週第2日月 U 日) 
青森巧民が育館 


6 

2 

が 

T 

P 

6 

2 


と本田が逆転に成功。が後一進一 
退が続いたが、残り3分を切って 
大同が再び U — W と逆転する。し 
かし、本田は残り1分が秒に同点、 
そして 残り W 秒に田口が決めて再 
逆転、大接戦に終止符を巧った。 
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リ木本羽井木村藤塚基口松村 

^^高橋丹藤立福内大梅旧平山 
得000270150124 

命第1週窠2日 (W 月 E ：：； 日) 
HI 郷巿総合体育館 
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須永製薬 


如一二 景 


本田巧研2 f 9 l 2' j 1大 同 

鈴 鹿2雨！：：」2特殊鋼 

〔戦評：一開始 g 秒、本田の藤井が 
先制したが、すぐに大同が追いつ 
いて逆転、 W 分には 7 I 4 とする。 
しかし、本田む じりじりと 追い上 
げ、 ^—9と大同の1点リ！ドで 
前半を終わる。 ' 

後半に入っても大同が先行する 
展開だったが、中盤、大同の得点 
が止まり、；^分過ぎにぇ-.-: 51:3 


911 

— 8V 

〔戦評〕立ち上がり、湧永•玉巧 
の連続得点で 4 — 1 とリ I ド、し 
かし S 景も平均身長で7 ^近くも 
差がある体格のハンデをスピード 
のあるパスワークと走りで反撃、 
818 、 9 — 9 と互角の攻防。し 
かし、 前半残り W 分を切って から 
二一景の速い動きじ慣れた湧、氷ディ 
フ卫ンスが連続速攻で波に乘リ、 
一気に7連続得点と引き離し、前 
半^^ — ：：：で終了。 

後半、出 だしから 湧永3速続得 
点のスタート。一一一景'も何とか高橋、 
斉藤らの得点で返すも単発で、ぶ 
厚い湧永のディフェンスの壁を攻 


め切れず、苦しいシュ I 卜やミス 
から速攻で失点、勝機をつくれな 
いまま^ — ^で タイム アップ。 
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り藤田卷村田井が取田本中山 

巧井爹酒玉靖新長荷奥松巧お 
得003 U 63641111 

♦第2週黄1日 (u 月2日) 
四日市巿体育館 
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日新製銷！：： 


Alorl 5本田巧硏 

，け— 6 J 1鈴 ぉ 

〔戦評〕両チ—ムともシユ I トミ 
スがをく、巧分で3 — 3のロ ース 
コアー。その後本田が6点連取し 
GK 橋本の好ずもあって前半を9 
— 4とリードする。 

後半に入リ、本田が日新の積極 
的デイフ卫ンスを攻めあぐむ間に 
日新が6点を連取して一気に W — 
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轉田 ホ 
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のの同点じ追いつく。本田もょく 
踏んばって巧分にはとり一 
ドを奪ったがずり切れず、日新は 
相手のミスをついて逆速攻などで 
6点連取して逆転、本田の追撃を 
ふリ切って勝利を収めた。 

♦第2週第2日(リ月3日) 

湯沢离巧体育館 


Mill 陽商会 


大 同 6 「け— :: 

特殊銷2厂け—け， 

〔戦評； j 立ち上がりから両チーム 
スロースタ I 卜の 展開で、 I 進 I 
退の攻防で ぺース をつかみきれな 
いま ま終盤まで進むが、大同がや 
や一歩リードの形で前半を終了。 

後半立ち上がり、一二隱にゲット 
されじとなるもすかさず大同 
が3点連取し、一気に主導権を握 
った。じりじりと加点する大同に 
がし必死じ食い下がる一二陽は 、 W 
分にの IW と3点差に詰め寄った 
が、大同が末岡の3点連続ゲット 
でふり切った。说分に大同が2人 
の退場者を出し、その間に3点連 
取し2点差としたが皮ばなかった。 
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立木のロン.；*どでぺースを握り 
逃げ切った。 

♦第3週靠2日 ( u 月 W 日) 

東海巿体育館 


け III 
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大 同 9 f け—8 

特殊鍵2 ^ —パ 

〔戦評〕前半、大同は盧、林を中 
ムとした力強いコンビネ1ション 
から得点を重わリ I ドを広げた。 

二一景も大同のミスをつき速なで返 
すが、追いつめるまでには至らな 
い。前半は WI 8 と大同が8点を 
リ I ドして終了した。 

後半、一一一景は出だし韓国コンビ 
のロングを防ぎながら逆速攻で得 
点をする。中盤、高村のポストを 
からめながらの大同の攻撃は、盧、 
林のロングもげぇ、大勢が決した。 
後半に入って、ょぅやく一二景•高 
橋、金井のステップシュ I 卜やポ 
ストシユ I 卜が決まり出し、一一一景 
の反撃で会場も大いに盛り上がっ 
たが、大同 GK 秋吉の好守からの 
速攻、末岡のポストなどで突き放 
した。 
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^が井藤橋井田山原橋野藤± 

一!一中石斉高金清小木高小近福 
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巧 i 巧 


S 大崎電巧 


17け 

(卿評)前半、両チ1ムとも力巧 
ゎ.でな巧の麼削で終始。終盤、大 
崎のベー义になりかけたところを 
プレ [ イングマネ—ジヤ—の井藤 
に GK が替わり、ファインプレー 
の辿続で流れを変えて踏みとどま 
り巧とした。 

後半立ら上がり PT を得て一歩 
化け山してからは湧永のぺースと 
なり、大崎が必死に追いすがる展 
欄とをつたが、じりじりと点差を 
化げた湧永が、終盤大崎の猛追を 
ふり巧り、辛くも逃げ切った。 
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♦第 2 週第 2日(り月3日) 
ま根巿体育館 
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中が荷巧11け—， 

運 お3厅ふ 

〔戦評〕中村荷役が持ち前のロン 
グ、セット、サイドと よく 出し、 
港々 と 得点を重わる。序盤は 一一 一景 
も互角の展開を見せたが、中盤か 

らをく攻めあぐみ、じりじりと引 

き離され、一ぃ！7と前半で大差が 


ついた。 

後半に入っても中村ぺ—スで始 
まり、のみには巧 — W と差は広が 
る。一二景も終盤懸命に反撃を見せ 
たが、得点差が大きく如何ともし 
がたかった。 
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♦第 3 週第 1日(：：月9日) 
岐阜県民体育館 
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〔戦評〕大同•佐藤のサィドシユ 
—卜で始まった試合は、お住の。ハ 
ワフルなロングをおじなめる大崎 
と盧を中んに組み立てる大同の息 
づまる攻防で I 進一退のまま前半 
を終了。後半も同様の展開でぁっ 
たが、8分過ぎ、大同•高村をは 
じめ3連続速攻で^ — ^:;と4点差 
をつけぺースをつかんだ。大崎も 
宮下の速攻などで1点差まで迫る 
が、大同に先手化すをとられ追い 
つけない。 W 分過ぎ、大崎はミス 

でボールを失い、再び3点差をつ 

けられ大同に逃げ切られた。 
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本田な研 
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、け— 〇中村荷巧 

，: IISJ 2 還 輸 

〔戦評：1興のロングで中村は先巧 
するが、本西のエ I ス立木の 3 連 
続ゴールなどで U 分おで 613 と 
本田がリ—ドする。その後、本田 
は単発ロングが多く、り—ドを広 
げることができず、中村の朴、八 
犀の速ななどで巧分には WI9 と 
追い上げる。しかし、ネ田は平松 
のロングなどで； 2 — W として前半 
を終えた。 

後半立ら上がり、八尾の連続速 
攻で1点差まで詰め寄るが、本田 
も内藤の速攻、ポストなどで 3 点 
差をキ！プ。巧分過ぎから本田は 


博005514014000 
が井上口宮尾島木中原中 

げ石井田雨八元窩田栗田 
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K P 
G F 


審 • I 巧門 


巧 


木本羽井木村藤塚口松村西 

H 高橋丹藤立福内大田平山香 

得000282303240 
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♦巧- 3 遇第 3 日(：：巧い曰) 
東京体育館 


湧永製薬糾 


8 

2 


中村荷役 


運 輸 


715 
313 

-戦評〕中がは雨宮の速攻で先行 
し、吳の活躍で w 分まで^^ - I 7と 
善戦していたが、田口の退場の間 
にリ！ ドを 許す。その後も一進一 
退を続が、前半£^—巧と湧永リ1 
ドで終了。後半に入っても展開は 
をわらず湧永は河原、河原、長沢 
と3回の退場を出したにもかかわ 
らず でり 強いと ころを 見せる。逆 
じ中巧•雨宮退場の間にポスト荷 
川取が2点を連取し、 W みで W — 
於と湧永はリードを広げた。中村 
もお、八尾、雨宮のシユ—卜で追 
ぃ上げるが、湧永•酒巻のミドル 
シ H 1 卜で W I 挑と逃げ切られた。 


订り4 364038000 

别异上口宮尾島木、中原中 

邮ぉホ田雨八元高旧栗田 
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審- 


島田」 


:;;:?藤か卷原村田井沢取塚本山 

巧井多酒神玉题新長荷鎌松わ 

禪 UQS 445016011 

♦第3圏萬4 日 (：：巧に 日) 
巧を体育館 


が 


の 




本田巧研 1 fw — w , 

转 臨3 1。-;: 


Siill 泉 


、心にパスをつなげるが、本田のセ 
ンタ！ デイフェンスのラインの高 
さと寄せの早さに苦しめられ、ふ 
り切ったシユートが巧ち切れない。 
そのボ！ルを本田が着実に速なに 
結びつけ、セットオフ卫ンスも山 
村らが前半早々ょり加点し、本田 
の8点りードで巧り返した。 

後半に入り、一一一景のフットワー 
クを生かしたフォローデイフェン 
スが効果を出し始め、速なを連続 
させて追い上げた。しかし、本田 
も田口を中んとした多彩なセット 
プレーで得点し、結局リで本 
田が陕勝した。 


碍〇〇8421002043 
村井橋井田山原橋野野藤古 

一!一中石高金清小木高小ま近福 
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木本羽木が藤塚口松村西巧 


大崎要気？3 


別 


け III 陽商会 


田 

け高橋丹立福巧大田平山香関 

碍〇04232206822 

'6 1 〇, 

け—9 

〔戦評〕一一一陽は才—プンスぺ！ス 
に走リ込むポストに合ゎせボ1ル 
を通し、そこから出る。ハスに合わ 
せてシユートをわらぅ攻めに飯島、 
田中らをからませた得点。一方大 
崎は、お住、首藤、宮下の外側か 
らのシュートに菅西のポストを劾 
果的に使い、さらにサイドプレ— 


リまぜた両チ J ムの特色のある攻 
めの応酬の結果、前半は大崎が競 
リ勝ち、； 2 IW で終了した。 

後半に入り、立ち上がり早々大 
崎 GK 渡巧が好守を連続させ、勢 
いに乗った大崎が一気に加点し、 
開始後 W 分で SIU とし、試合を 
決めた。その後両チームそれぞれ 
得点を重わたが、 GK を含めたデ 
ィフ卫ンスカの安定感のあった大 
崎の速攻が二一陽を上回りの！2^で 
終了した。 


^〇〇〇己31302已〇〇 
W 橋川島原坪辺藤田中藤井 
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lli 宇高お飯小大波佐お田近湯 
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ご？練 H 


が迈内橋藤田化斐田内崎屋下 

U 渡矢大首中魚甲菅山巧±宮 
がす000308032085 

♦第4週諾1 日 ( u 巧け 日) 
III 巧公圍総合が育館 
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P 

间 
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2 


大 同 

特殊钢 


9 

2 


：!湧み梨薬 


〔職 评〕阵盤よ リニ ー景はま藤を中 ヤ！のテクニカルなシ L I 卜をお 


、613 
，け —9、 

〔戦評〕試合開始直後、大同.佐 
藤のサィドシユートが決まり、 2 
分後には大同の盧の速ながかまっ 
て大同ぺ}スかと思われたが、湧 
永も荷川取のロングシユ I 卜、玉 
がの PT を決め追い上げた。大同 
は盧を中ふとしたパス回しから盧 
のロングシュ I 卜、林のロングシ 
ュ—卜で得点を重ね、湧永は玉村 


のロングシユートで得点、一進一 
退の展開となった.。 . W 分過ぎに大 
同•末岡の速攻が連続して決まり 
前半を 3 点差とした。 

後半も前半と同じく 1進一退の 
展開であったが、大同•高村の速 
攻、ポストシュ I 卜が連続して決 
まり湧永を突き放した。 


得004182014110 
7藤田卷原村西井沢鹏塚田中 


轉井タタ酒河玉堀新畏荷鎌奥田 
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.吉村生取岡藤萬村 


林她盧林 
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け秋高朝名末佐阿字 
得006204038600 

♦第4週第2 日 ( u 月：： 日) 
緑ヶ丘体育館 


日新嫂錫の 


n—9 


り 中が荷役 
&選輸 


.〔戦評〕前半立ち上がりから両チ 
!ムとも個人技で得点を重わ、好 
ゲ—ムを展開、 U 1 U の同点で前 


碍〇03163016000 
則か上口宮尾島木中原中 
^ 朴 

诚石井田雨八元高田栗田 
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Y •加小 S 


り原川田田山木斐田口中内 
が田 林 
巧條宇堀武西高甲池坂野源 
旧守0046,, J 200233 
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半を終了する。 

後半開始後、中村が4点をたて 
続けにおるが、日新も逆に4点を 
連.取 L て追いつき白熱したゲ！ム 
展關となる。残り2分に日新が靴 
IW の同点に追いつき、 W 秒を切つ 
てから2点を連取して突き放した。 
♦第 4週第2日(り巧：：：日) 

褐井県立体育館 


尚 大崎竭氣巧 

T 
P 

リ 


will 景 


vn 

M III 

〔戦評〕前半、大崎の高いディフ 
エンスにもかかわらず1ぶを争ぅ 
好ゲーム。中盤な降、エ！ス首藤 
のシユ！卜で大崎か引き雛しにか 
かるが、一一一景も. ょく 食らいついて 
いき、 2点差で前半を終了。 

後半、退場者の続出する激しい 
試合と なる が、力に勝る大略がじ 
わじわと 点差を広げ 引き 雛しにか 
かる。二一景も追い上げ体勢に入る 
も大崎の堅いディフ卫ンスを破れ 
ず大崎が逃げ切った。 

則 


得003443004011 
一^村井橋井田山原橋野野藤-ェ 

一一一中石高金清小木高小吉近福 


^ご審 .1 部 S ^ 


が巧内橋田田藤住斐巧内崎屋 

渡矢大珍武首お甲菅山が± 
がず00001763330 2 
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新しい時代を作ってゆくのは、 

新しいひらめき。 

そして、ひらめきを実現してくれる 
素がが求められます。 

常に新しし、技術で新しし、夢をかなえる 
素材をわ届けしてきた日新製銅。 
これからも時代に応える 
新しい素がをみつわてゆきます。 



一で、^明日の.素がをみつめる 

g ) B 新穀麵 

ををが千け曲ロカのホ1 3 - 4 - ; 


東をが干巧旧区丸の巧3 - 4 - i 
(巧區巧ビル）巧叫-3!26-日511〒100 


♦第 4 週第 20 Au 月！：^日) 
岡喷おがを骑 


木田巧硏 


の I 二陽商会 


9「け，—9， 

お 唐2百—け、 

〔戦評〕ホ田•禍ネ、一二陽•高橋 
の丽 G K のネ I ビング合戦となつ 
たが•车巧•平松のサイドシュ— 
-4-、ぶ木のミドルシュ！卜などで 
リ]ドをたげ、がする一一 I 陽は小河 
昭のボストシュート、飯島の々ッ 
トイシシュ I 卜などで応戦し 、 U 
|9と本田がリ1ドして前キを終 
ぇた。 

後半に入り、左右への速いパス 
M しか ^- 山村、大塚のサイドシュ 
—卜で得ぶを重わる本田。一一 I 陽ら 
礎巧のロングシュ！卜などを軸に 
して裝開するが及ばなかった。 

^003540303301 の 

則川橋 W 嶋原坪辺藤田中藤井 

昭-り 河 
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一二 


ぞ高濱飯小大渡佐濱田近湯 
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幽 


が木本羽井木村藤塚口松村西 

巧高橋丹藤立福内大田平山香 

巧003340410770 

♦第自週第1日(：：月？3日) 
をが市総合体育館 


读み戰薬 S 


Mill 陽商を 


、 TJO ' 

214 

I ：戦評 J 前半立ち上がりで 3 連続 

巧ぶ と巧き 放しにかかる湧永を 一二 


陽 GK 高橋の好ずから' 乘った 
プレーで得点をあげ、前半を 3 点 
差で食い止めた。 

後半も一二陽のぺースは続き、6 
分には巧一 と 逆転。しかし、湧 
永も酒巻から荷川取へのポスト。ハ 
スや早いパス回しからシユ —卜を 
重わ、一進一退のゲームが続いた。 
結果はで湧永が逃げ切った 
が、湧永にとっては玉村の欠場が 
響き、展開力に乏しいゲームであ 

つた。 

得 0013227036 〇〇 I 处 

^川橋川島原坪辺藤田中藤井 

!一一宇高濱飯小大渡佐濱田近湯 
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リ藤田卷原西井沢取塚田本中 

^井夕酒河蛹新長荷鎌奥松田 

恃〇04641144110 


日新梨銅卽 
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最 


け—8 

3 f 〇 

〔戦評〕日新の高さにがして一一一景 
の小わざがどこまで通乎るかとい 


臂 003802000014 

^村井橋井田山原橋酥邸藤± 

一!一中石高金清小木高小吉近福 


K 戶 
G F 
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0原川田田山斐旧口葉中巧 

朝田 ホ 

巧德宇娜改西甲池坂千野源 

得00 5 0621421253 


ぅことにゲ—ムのポィントはおか 
れていたが、日新•野中のジャン 
プシユ—卜など高さを生かしたプ 
レーなどで圧倒した。 

技巧には光るものを見せた一一一景 
であったが及ばなかった。 

♦.第 5 週第 1 日 (U 月の日) 

福島体育館 


大崎電気？：！ 


、け！2^ 9本田技研 

,719、1鈴鹿 

〔戦評〕前半、2分過ぎにょぅや 
く本田.平松が先制する。しかし 
すぐに大崎•首藤が決めると中盤 
大崎が じりじりと 引き離しにかか 
る。ネ田も内藤、平松ががんばる 
が、巧 IW と大崎が 5 点をリ—ド 
して前半を終わる。 

後半に人り、本西は大崎ディフ 
エンスをなめあぐみ、実に立も上 
がり：：3分間無得点。その間 2 —W 
とリ I ドを広げられゲ—ムの大勢 
は決した。中盤から本田も反撃を 
見せて追い上げたがあばず、の一 
W で終わった。 


得 002010500164 
§木本羽井木巧藤塚基口松村 

皆局橋丹藤立福内大梅田平山 
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边内橋田藤を斐巧内崎崖下 


尚大 


渡お大武首魚甲营山が王宮 

得 0003 W 1 421001 


♦第 5 週第- 《 U 月 M 日) 
高岡市戻体育館 


一二陽商会；； 


will 景 


で 

，け—。 

〔戦評一開始早々、一二陽は飯島の 
豪快なミドル2連発と速攻などで 
3 分には 3 — 0 とリ I ド。その後 
も田中らの速ななどで加せ r ずっ 
ては地元 GK 高橋の好ずも手伝っ 
てぺ I スをつかむ。一方一一一景は、 
金井らの巧みにディフェンスをか 
わすフ卫イントからのな撃で追い 
上げるが、濱田をトップにおいた 
二一陽の 1 • 5 ディフェンスを攻め 
あぐみ、前半を WI 8 で巧り返す。 

後半に入って二一景は福±のサイ 
ドシュ！ 卜が決ま リ だして反撃に 
でるが、一二陽はこの日じ得点と大 
活躍の飯島、さらに田中が続き快 
務した。 


巧 003311002024 
村并橋井田山原橋野野藤古 

!!一中石高金清小木离小吉近福 
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a 則原橋川島原坪辺田中バ藤井 


一二 
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じ藤高濱飯小大渡濱田た近湯 
得 000 U 1 3347100 
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ぶ 日新製銷 
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巧湧永製薬 


、312 
613 

〔戦評〕湧永•酒巻のミドルで始 
まった試合は、スタ—卜から湧永 
が有利に試合を進めたよぅに見ら 






































れた。しかし、日新も宇田川の好 
キ t プから甲斐のサィドシユ—卜、 
お n のロングシユートなどの活躍 
じょって一進一退の攻防を広げる。 
削乎巧分まで ut 9と曰新が有利 
じ進めたが、湧永.奥田の速な、 
ヵットィンなどで3連取して1点 

基まで追い上げる。 
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1 -_ 


お棍闲卷原田井沢取塚田本中 


化井多裡巧姻新長樹鎌奥松田 


日 

2 


リ 


後半、湧永の痛い退場から日新 
が確実にシユ—卜を決め、 W 分過 
ぎには2^—^とした。湧永も加点 
はするが、いつもの波状攻撃もこ 
の日はあまり出せず、セットで失 
点すると乗り切れないという弱点 
をさらけ出した格好となつた。 

♦第 5 週第 2日 《u 月 5； 日) 

都城巧体青文化センタ—体育館 


大 
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特巧銷 
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. 3 12 

912 




ごを吻挫パ 


新 


お W 出 W 山木斐田口中内 

1 出 ホ 

5賴お蝴武西离甲池坂野源 

が OC 3 S 5 20340307 


巧 


〔戦評〕前半立ち上がりから大同 
ディフェンス陣のスキをぬって中 
村はロング、速攻、ホットインと 
決めて一気に：：^!6とリ|ドした。 
W 分過ぎからやっと固さのとれた 
大同は、林を中、心にデイ7卫ンス 


のコンビ、動きがなくなり立ち直 
って残り W 分間8連続得点で逆転 
して師キ終了。 

後半も大同は4点差とリードを 
広げ、中村はおのロングシユ—卜 
でが抗するが、今ひとつ前半のょ 
ぅな攻撃のからみが見られずじま 
い。一方の大同は盧、林のロング 
や アシスト プ レー、 高村の ポスト 
—シュー トで突き放し、勝負を決め 
た。 


得000632600700 
が井上口宮尾島木戸原中 
觀 - 朴 興 
が石井田雨八元离岩栗田 
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ま村生 取 岡藤萬 村 
ホ林 畑盧林 多 
U 秋高朝 名未佐阿宇 
得006204277400 

♦第6週第1日(：！巧が日) 
徳山巿体育館 






日新魏銷？5 


Si III 陽な会 


711 

〔戦評：一先取点は日新•武田があ 
げた。その後、坂口の高打点シュ 


田、田中で加点、日新は 111 陽の守 
りに攻めあぐみ、ミスも出て W 分 
まで9 I 5とニー陽がリ I ド。その 
後、日新は西山の PT 、 辟中のミ 
ドル、坂口のロングなどで巧分に 
同点、さ^に。 K 宇田川.の好守か 


ら源内が速攻を決め I 気に逆転。 

一二陽は日新ディフ卫ンスに攻めの 
ぺ！スを崩されながらも G K 高橋 
の好ずで前半を UIU の同点で折 
り返した。 

後半は、日新•源内のサイドか 
らのル—プ でりー ドするが、一二陽 
も武田が退場したスキに田中のシ 
ユ I 卜が决 まり 口— U 。 しかし、 

日新は甲斐のサイド、堀田の PT 、 
野中の速攻で3点をリ—ド。その 
後互いに点を取り合っての一進一 
退が続いたが、日新が少しずつリ 
—ドを広げ、？ので逃げ切った。 
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川橋川嗚原坪'辺藤田中藤井 


一一!宇高濱飯小大渡佐濱田近湯 
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山根一 T 
岡村」 P 


辦谷馴田田山木斐木田呈内 


林 


巧宇堀武西高甲：池坂野源 
得004250430226 

♦第 6 週第 2日(口月1日) 

日新製銷具が育館 
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大 同 


中村荷役 ！卜、兰陽は飯島のミドル、速攻、 特殊鋼 
運 翰 浜田のミドルで313。一二陽は浜 




け日新製锅 


nl « 

.けふ 

〔戦評〕まず日新のスロ—オフで 
攻めたが、大同の高いディフェン 
スに手こずり、大同は日新 GK 宇 
田川の好守により W 分で211。 
大同はホって速攻の。ハターンで2 
点連取。日新も宇田川の好守から 
のな撃で得な、お互いディフ卫ン 


スじ チ！ムカラ！ を出していたが、 
な分、日新のミスプレーから連続 
3失点して；： 一 — 8 と大同の3点リ 
I ドで前半終了。 

後半、いきなり曰新•西山の P 
T が決まり2点差としたが、日新 
ディフ卫ンスが荒くなりの分じは 
5点差がついた。^^後、大同.林 
のミドルが要所で決まり、日新は 
セットオフェンスで西山のロング 
シュ1卜で巧抗するも差は縮まら 
ず、^(2^でタィムァップ。 


が『001230311215 
り原川田田山木斐が口中内 
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i 條宇堀武西高甲木玻野源 
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ご審•獄擅 
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ま村生 取岡藤萬村 


て林 畑盧林 ゴ M 
け秋高朝 名末佐阿字 
得00200718520( 

♦第6週第2日《じ月1日) 

香川巧総合体育館 
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本田な研 


鈴 鹿 




湧み製薬 


、1し ' 'T 

31〇 

〔戦評〕開始から山村のサイドシ 
ユートなどで得点を重ねた本西の 
ぺ！スで始まった。がする湧永は 
速攻、々ットイン、ブラインドシ 
ユ—卜など多彩ななめで得点し追 
い上げた。 W 分過ぎに2本のボ— 
ルカットからの速攻を決めた湧永 
が逆転し、その後両チ I ム点を取 
リ合ってじ IU と湧永の 1 点リー 
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ドで佈半を化り化した。 

嗟半のなも上がり、今度は湧永 
が点して流れをつかむ。 
中盤、本批は連続して2人の退場 
おを 山し 苗しい情況になったが、 
.G K 固本が 4 本の ruT を阻止する 
などげホをみせ、逆に山村のサィ 
ドむどで加点し、^かには同点に 
近いついた。その後、本田がリ I 
ドして溺永が追いつく展開となっ 
たが、残リ 1 分、ォールコ I トプ 

レスにおた湧永デイフェンスをふ 

リ切リ内藤が得点して2点差とし 
試合を決めた。 


巧008021430103 

卷村村田沢取塚田本中 

k . 多酒河玉堀長荷鎌奥松田 


朽0( 
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蘇々 
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が木本羽井木村藤塚基口松村 

巧嵩橋丹藤立福内大梅田平山 

化 UO 2040240048 

♦第6適.第2日(口月1日) 
ホ川市総合化育お 
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大哟谭気な 




中村巧巧 


遲 輸 


ド。1^降、中ががミス/1わ無得 
点。逆に大崎は着々と日得点で、 
結果巧—9と大崎リ I ドでがり返 
した。 

後半は、懸命に追いすがる中村 
にがして大崎は矢内を中ムじデイ 
フェンスにゥェィトを置くゲ1ム 
運びを行い、前半のリ I ドを保ち 
粘る中村をふり切った。 


得004103210900 
が井上口宮尾島木戸原中 

皆石井田雨八元高岩栗田 


K P 
G F 


〔審 .1 越 


リ 
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が辺内橋田田藤住斐田内屋下 

渡矢大珍武首魚甲菅山ま呂 
碍 001014542116 


女子_ 


■立口 


♦第1週第1 日 (W 月 W 日) 
3石手県体言館 


シヤ 


I ゼ 


2 
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引日立栃木 


け —0 

,91。」 

〔戦評〕シャトレ—ゼはポスト小 
野寺のピボットシユ I 卜かよく決 
まリ、前半で6得点をあげる大活 
躍を見せる。日立栃木も尾苗の口 
ングシユート、飯塚のフェィント 
からのシュ I 卜、巿ホの々ットイ 
ンと充分な力を発揮、互角に展開 
する。後半の残り W 分 W 秒、日立 


が巿来の速攻で^^ — ^::の同点に追 
いつき大いに盛り上がる。しかし 
シャトレ}ゼも松沢、小野寺、山 
岸とよくしのぎ、辛くも始 I 別と 
1点差で逃げ切った。 

♦第1週第2 日 (W 月？：：一日) 

III 郷巿総合体育館 


大崎電気 S 


け オムロン 


け—9 

〇11 

〔戦評〕両チームとも前期最終戦 
でもあり立ち上がりから白熱した 
ゲ！.ム展開となった。大晦•宮下、 
中村•吳のロングシユ I 卜を中ん 
じスピ！ディなゲ—ム展開となっ 

た。前半残り 7 分までは 1 点を争 

う巧ゲームで WI 9 と大崎が ：：/I 


得000524360100 

津本鶴井田塚苗来田相田 

巧梅坂吉新柳飯尾市岡小貴 


K P 
G F 


〔を. I 部凹 


2木山がち岸沢林寺侯田友田 

ヤ が 

G 鈴巧^生山松 T ' wc 成ぺ雜 

得 oq 54233072001 


T 

P 

阁 


—ムとも I y , 退の攻防を続ける。 
後半？^分過ぎ、大崎はオムロンの 
I 瞬のスキをつき尹、梅原のをリ 
込んでのロングが決まり、オムロ 
ンを引き離し勝敗を決定づけた。 


似 ム 


得 0021108000 3 C 
島下村山津田嘉本藤田村ム 


イ川城西中お古比橋斎ま石仁 
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が雲片井川原口宮田，谷井 

W 南宗藤前梅江驚骄 停酒 
巧守 001231001100 

♦第 1週 第 2 日 (W 月？：；日) 
青森県民体育館 
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大和銀行？3 


化ん 


巧北国銀行 


、が—。 

，でマ’ 

〔戦評〕両チ ー ムとも緊張した立 
ち上がりから2分過ぎ、尹のをか 
らのミドルシュートで大崎電気が 
先制する。オムロンのよく足の動 
くディフ卫ンスにがし、大崎は尹 
の連続5得点などで得点を重ねる。 
一方オムロンは、大崎の高いディ 
フェンスにセットで得点する こと 
が難しく、ディ フ卫ン スを巧張り 
速攻で得点を重ねる。前半は W — 
8と大崎リードで終わる。 

後半に入り、オムロンは尹をマ 
ンツ I マンでずる ことによ リ両チ 


〔戦評〕前半立ち上がり、化国銀 
斤の矢野が先制、が後一進 I 退の 
展開。一時期は北国が4点のリ！ 
ドを奪うが、大和も前半残り時間 
5分を切ってじりじりと追い上げ、 
K — 化の同点で折り返す。 


化す001921011433 
W 田田川池藤野尾吉口尾田口 

け岡上瀬小伊日高又西山竹木 
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P 〔審.抑 
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佐々木 J 


卽戸井田野川下本川田川 
胆 森を 
H 木岩上矢西松を化松釣 
得003202420552 
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後平は互いに得点が巧びず、結 
枯问点のまま試合終了。 

♦第2 週窠 1日(：：巧2日) 

四日巿巧体育館 


オムロンが 


け北国銀行 


、け in 

，け I マ’ 

〔戦評〕長身グデリエを中、むに固 
いずりで化国のロングシユートを 
阻み、攻撃でもグデリエの連続口 
ングでオムロンが先行するが、化 
圃も GK の好守から速攻につなげ 
を本の3連続得点で同点とする。 
中盤になり接戦が続いたが、オム 
ロンのサィド攻撃が決まり、4点 
リ '! ドして前半を終了する。 

なキに入ってもオムロンの完璧 
な巧りで得点を許さず、相手ミス 

を誘い逆速なにつなげ4連続得点 
で8点りードし勝負を決めた。 


恃〇〇1021511410 

が戶沢田野川下本川田# 

£ 森金 

: 木を上矢西松谷化松坂 


K P 
G F 


Y 挪皆 


'がお下村山津田嘉本藤村卫イ、 

む川蝴西中武古比橋きおが'パ 

巧005441801430 

爭第2週第2日 ( u 月3日) 
攝巧高お体音館 


大崎畢気 W 


「8 111 

で 

〔靴評)閒始秒、金のポストで 


の日立板木 


先制した大崎でけぁったが、： II 立 
の堅いディフェンスに攻めぁぐみ、 
中盤まで一進 I おをくり返したが、 
金の巧みな。ハスワ—クで突破口を 
開き、梅がらのシュ I 卜で5点連 
続し主導権を握った。後半に入っ 
て日立はじりじりと追い上げ、化 
分には4点差まで追い上げゲーム 
を盛り上げたが、大崎•金、尹の 
韓国コンビの活躍で逃げ切った。 


得ハ 
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建本鶴井田塚苗来田が田 
堤 


巧梅坂ま新柳飯尾巿岡小貴 
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お雲片井川原口宮田 を井 
^ 金尹法 

b 南宗藤前梅江驚野 伝酒 

得00157100800 

令第2週 黄 2 日 (：： 月 3 日) 
東根市体育館 
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け大巧銀行 


が吁000203112112 
の田田川池藤野田吉口尾田口 




岡上瀬小伊日松又西出竹木 
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審•小震一 
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木山松方岸が沢林寺田侯田 

ci 鈴村小生山松軟小小合小鶴 
が守0052。1110302 

♦第 3 週第 1 日 (u 巧 9日) 
岐阜県民体育館 
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Si オムロン 


シャト 8 「け—5 

レーゼ2 け —8 

〔戰評〕2分過ぎにシヤトレ—ゼ 
• 山岸が先制、^^後、小松、山岸、 
小林とシヤトレーゼが着々と加点、 
W 分過ぎには911と大きくり！ 
ドを奪ぅ。前半終了近くなって大 
和む反撃するか、点差を縮めるま 
でには至らず、— 5で前半を終 
える。後半に入ってもシャトレー 
ゼのぺ I スはをわらず、着々とリ 

!ドを広げ、？5[;2の大差で勝利 
を握った。 


吗〇〇5已46001 . 300 
木山松方岸沢沢林寺田葉田 
ヤ 野 
b 鈴村小生山松軟小小合千鶴 
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^島下村山津田嘉本藤村卫 

け川城軍害比橋斉石が、バ 

得003630300270 


得点に始まり、追いつ追われつの 
1点を争ぅ好ゲームとなった。終 
了間際シャトレーゼ•小がの同点 
シュートが決まり引き分ける。 

爭第3週第2日 ( u 月 W 日) 

東海巿体き館 


北国銀行卽 


213 
211 

〔戦評〕立ち上がりオムロンは中 
山のサィドシユート、比嘉の速攻、 
グデリエのロングシユートで着実 
に得ぶを重わ、前半6分までに6 
— 0 とリー ドする。その後、シャ 
トレ—ゼの松沢、山岸のシユート 
を軸に得点を重わる。巧分じは同 
点とした。しかし、说分過ぎの才 
ムロン•グデリエのロングシュ 1 

卜によリ1点リードし前半を終わ 
る。後半はシャトレ—ゼ.生方の 


、616 

，じ山 

〔戦 評〕 前半、北国の快調なぺ！ 
スで試合が展開。 5 々で 613 と 
北国がリ—ド。その後ょぅやくぺ 
—スをつかみ始めた大崎が徐々に 
得点を重わ W 分に 6—6 と追いつ 
いた。その後も化国のスピードに 
大崎の コンビネーシヨンと お 互い 
にチ I ムカラーの出た戦いとなっ 
た。 前半巧分過ぎ、セットで大崎 
が 3 点連取し、引き離すかと見え 
たが、大崎のミスから化国が速攻 
で 3 点返し、 I 進 一 退の同点で前 
半を終了。後半、尹のロング、金 
のフェイントからの々ットインな 
どで大崎が 3 点を連取し、大崎ぺ 
1スで始まった。しかし、 W 分過 
ぎに北国が逆転。大崎は金を中ん 


M 得0041900094ハ 


苛'雲片井川原口宮旧 を井 
け南宗藤前梅江驚黙 お酒 


G F 


〔審•川森1 


那戸井田野川下ネ川西川 
姻 森金 
け木岩上矢西松谷化松釣 
化ず000009620920 


巧 

が 

T 

P 

ぶ 

8 

2 


とした コン ビネ—シ ヨン、 化国は 
スピ1ドとお互いの々ラ}の出た 
戦いとなったが、結局1点差で化 
国が逃げ切った。 

♦第 3 週第 3日(：：巧：=日) 

東京体育館 


U 大崎電気 大和銀行 W 


S 日立巧木 


け i 
110 

〔戦評〕日立が先行したが、 5 分 
過ぎには木口のロングシユートで 
追いつかれる。大和は日野のポス 
トシユ ー ト、速攻、山 尾のロング 
シユ I 卜で W 分までに 7 I 3 と 離 
す。日立も反撃するかシユートが 
入らず、残り W 分で U — 6 となり 
さらに市来、屠をが退場となり、 
大和のロングシユ I 卜が化り、前 
半を巧 —9 で終了。 

後半入り、大和.日野の活躍で 
2— W としたが、日立も飯塚の頑 
張りで追いかけ、巧みでの IW と 
食い下がる。スピーディな流れの 
中、日立は追いかけるが、結局4 
点差までしか詰まらなかった。 


巧000328431010 
の津本鶴井田塚苗ホ田毛梢 
け 堤 
け梅坂ま新柳飯尾市岡石小 


K P 
G F 


点机 


の田田川池藤野田吉口尾田口 

b 岡上瀬小伊日松义西山か木 
得 001207113416 
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♦第 4 遇第 J 日 (：： 巧け 日) 
緑ヶ丘体育館 


化国施行け 


。シヤト 

|レ I ゼ 


L に—， 

:;戦評；一前ザ開始早々、シヤトレ 
—ゼは FT から小松が得点、続け 
てポスト、サィドより 得点するが、 
化固锁行はが沢をマークし、シヤ 
トレ ー ゼのリズムを崩し、速攻か 
らボ I . ルをつなげて得点.、7 — 6 
^003311032000 

：：：酿山松岸沢沢林寺田葉田西 

ヤ を 

。ェ巧小山松野小小合千鶴成 


と1点をリードして前^.と終わる。 
後半もシャトレーゼは中へ中への 
な撃でリズムをつかめず、化国は 
金のミドルシュートで加点して終 
了する 

♦黄4週靠2 日 (u 月：：： 日) 
福井県立体育館 


ホムロン？！ 
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〔審•だ纖〕 


和口が巧野 川下 本 川 田 川 
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:津本鶴井長田塚苗来田田 
巧 ^ 

け梅坂ま新神柳飯尾市岡貴 
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'島下村山津田嘉本藤村卫 
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け日立巧木 


、vc 

Y け J 

〔戦評〕前半立ち上がり日立のミ 
スが目立ら、これに巧しオムロン 
は的確にシユートを決めてリ！ド 
を奪ぅ。中盤な降もオムロンの高 
さと スピードが勝り、大量リ—ド 
のまま前半を終了。 

後半に入って日立も踏張りを見 
せ、 I 進 I 退の攻防を見せたが、 
前キのリ I ドをずったオムロンが 
挑—2で、日立を押さえて逃げ切 

つた。 


け川城西中武古比橋斉石バ'パ 
得006410502370 

♦第 4 週第 2 日 (u 巧 U 日) 
岡崎巿体育館 
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大崎電気が 


引大が銀行 


、け —9, 

612 

〔戦評〕お互いに慎重な立ち上が 
りであったが、大崎は尹の ロング 
シユ1卜や金のミドルシユートで 
得点を重ねていった。それに巧し 
大和は、又吉の速なや木口のミド 
ルシユ I 卜などで応戦するが、离 
さと 粘りのある ディフー-ーンスを攻 
めあぐんだ。その後も金の巧みな 
ボー ルまわしで大和の ディフェン 
スを ほんろうし、それぞれがバラ 
ンスよく得点し、前半で W — 9 と 
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の田田川池藤野尾吉口尾田口 

け岡上瀬小伊日离又西山か木 
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が雲片井川原口宮田 を井 

UV 金尹が 

U 南宗藤前梅江驚野 伝酒 

得0064140 0 9 W 10 
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^:^ぶの差を-ぐ'た。後半、大崎は 
ミスが多くなリ、ドタバタした点 
の取り合いとなったが、パワーと 
スピ I ドのある大崎の攻撃を食い 
止めることはできなかった。 

♦第 5 週第 1 日(：：巧 U 日) 

をが巿総合体育館 


^ 化国銀巧卽 


引日立栃木 


ザ， 

，ロム」 

〔戦評〕地元の大声援で固くなっ 
た北国、開始早々2本の PT をは 
ずし、 ノ！ マーク速攻のパスミス 
などをくり返し、先取点はょぅや 
く 5 分頃、松田のカットィンであ 
げる。日光も攻めあぐみながらも 
ょく食いついて 413 と追いすが 
る。。分頃の 5 点目でリズムを取 
リ戻した北国、スピ—ドあふれる 
攻撃を展開し、得点を重わた。日 
立も化園のスピードについていけ 
ず、次第に点差があいて前半を終 
了。後半に入って化国のスピ！ド 
に慣れた日立だが、北国の勢いを 
止めるまでにはいかなかった。 


得000503603 
g 津本鶴井長田塚巧ホ田毛 

け梅巧吉新神柳飯尾巿岡石 


堤 


K 

G 


〔審•論麵一 


即戸井田野川下本川田 W 
値 森金 
H 木岩上矢西松を化松釣 
得001104439411 
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爭第 6 遇第 2 日 (じ 月 1 日) 
古 W ホ殺合体青館 


大峰巧な引 


9——5 

.に—じ」 


シヤト 
=レ—ゼ 


〔戦評〕大崎は立ち上がりから尹、 
金め強力なロングシユ I 卜にょり 
着実に加点して前半残り5分まで 
じ。. ，.1 2 とリー ドしたが、シヤト 
レ！ゼも松沢の活躍で得点を重ね、 
前半を915と大崎の4点り—ド 
でがり返した。 

後半、大崎は コンビネーション 
ブレ I を使ぅ攻撃で着々と得点し 
ワンサィドゲ—ムになる かと 思わ 
U たが、 シャトレー ゼも サィド 攻 
擧、速なにょり反撃し、白熱した 

ゲ！ ムとなった。しかし、どぅし 

でも： おいつくことは できず、前半 
のぶ差をがった大崎が逃げ切った。 
得0030 W 101 OO 0 2 I 

‘り藤^が岸沢沢が寺葉侯田 

イ 肾李 

が小山松軟小小千小鶴 
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審_ 


大河原一 
池巧 J 


巧集中异川原口宮田 谷井 

けおお藤前梅江驚野 停酒 

得00.:〇110267100 

♦を 6 週第2日 (じ月 1 日) 
を川巧結を体育館 
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オムロン W 


じ大和銀行 


、じ — 4, 

，げ 1 0、 

〔戳評〕-が盤から両チーム決定力 


をかき、撕み過ぎまで 4—2 オム 

ロンり—ドといぅ口1スコア1の 

展開となった。両チ I ム とも ミド 
ル、 フリ！スロ ーなどでシユ I 卜 
をおぅが得点できずに試をが進み、 
前半残りの分からオムロンが速な 
を中ん とした 攻めで日連続 得点し 
て試合のま導権を握った。 

後半立ち上がりすぐに大和が得 
点したものの、オムロンは速攻、 

デグリユーのステップなどで得点 
を重わていった。下がってずる才 
ム ロン. デイフェンスじがして、 
大和は積極的にロングシュートを 
試みるが、 GK 川島とデイフ卫ン 


ス陣の好ずに阻まれ、得点できず 
攻めあぐんだ。結局、堅いディフ 
卫ンスとボールまわしの速さで勝 
るオムロンかが I じで粘る大和を 
振り切った。 
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S 川城中古比橋斉古石が、ぺ田 
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♦第1週第1日 ( W 月が日) 
知化巿福祉体育館 


本田技研 
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，皇 田 

U 富議 
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8IC 

〔戦評〕センター山田の加人で織 
機はバランスのとれた好チ—ムじ 
変身、粘りも出てきた。 

前半立ち上がり、 W 分までに2 
人の退場者を出し、に分までに〇 
—4 とされた 織機だが、 7 IW と 

粘り前半を終える。後半 W 分には 
じ— ^:^と追い上げる。しかし、2 
分、さらに2人同時の退場により 
3点を失ない、緊張の糸が切れて 
本田の快調な走りに大量失点を許 
し、突き放された。 


得003040180010 
^田村田畑澤山田川浦田藤原 

^柴中山奥大諫倉小お山伊吉 
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り本本野代村中口中内島中玉 

け坂宮お一二松田山田姻寺大兜 

得 001741004470 
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卜 a 夕 

車 体 


巧 


か芝巧巧 


の同点で前半を終了。 
後半は一進一退の白熱の所開。 
か芝が7分に W — 巧、9分じは S 
I 5 S とリ—ドしたが、その後車体 
ディ フ卫 ンスを攻め あぐみ ぺース 
ダウン、巧分には化—巧と逆転を 
許した。 U 降は車体ぺースで運び 
S がには UIW 、 洗分には SIW 
と優位をキープして逃げ切った。 
平沼、今林、馬場など大型でパワ 
1 の ある 竹芝を早いツメと GK ぞ 
田のガッツで車体がずりないた。 


5ザ〇 2461400400 
間沼場本村元野上肥野 


合 

桜中平馬一二今坂百川±長 
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〔審.郎賴‘ 


9田'ぶ田島野合部井野沢島野 

巧宮渡野若崎河岡酒平寺寺長 
得0620已6200004 


a 夕 
動車 
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日鉄建が 

卫 


、313 

，じ一 8、 

〔戦評；一立も上がり、か芝は新人 
• W 上や今村の活躍命ら先手をと 
り、7分に目—2、 W 分に U 17 
とリー ドしていった。しかし車体 
も粘り、君島、岡部で追いすがり 


業 

〔戦評〕昨年1部でもまれ、自動 
動入替での無念の2部落ちのトヨ 
夕と昨年度2部最下位の日鉄建材 
とのが戦は、気力じはじめから差 
があった。 

堅くずってから速攻で楽々と得 
点を重ねるトヨタ、セットで無理 
な体勢からシユートを巧たされる 
日鉄と差は歴然。トヨタの小兵軍 
团、香井、山内に思いどおりに走 
リまくられて前キ^2 ;;I W と大差を 
つけられた。.ミ半になって日鉄が 


反擊はするが単発、上山、鹿鳥、 
山口、阪中と高さでは一級のチ— 
ムもスピードが欠け敗れた。 


得0 0.301104841 
。ま中内田迫鳥口山本中 
錄 常 

巧古田谷至崎鹿山上杉阪 
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審 .1 
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勒本森井苗村輪本上元塚々内 
動 ノ 
巧山富香川西一一一石巧わ大旣山 
がず007726112016 
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日本電装？5 


W 大阪ガス 


llA^ 

710 

〔戦評〕立ち上がり、大阪ガスは 
森島の連続得点で先行したものの 
退場者続出でぺ！スをつかめず、 
前半を UIW と日本電装に逆転さ 
れた。 

後半立ち上がりに大阪ガスが巧 
逆転するが、日本電装も粘り、一 
進一退の展開となるが、残り2^み 
から日本電装が8点を連取して一 
気に突き放した。 


谭〇00802620002 
の田勝醉地田田島田川知井地 

け福曽奥加合長森お大巧向加 
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お橋上本戸本田迫上藤井波 


装. 


«离ホ橋西久岸森井近梅難 
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くらし、ひろげるジ c スコの力ード 


ファッション カ、ら食品まで 
サインひとつでぉ買慨 

ご入を手続きも簡単です。 

わ気おにわ中込み 
ください。 



おちもいもいろいろ 

■月々のわまれぃがラクな 

リボルビング也い 

•手な巧なしのわトクな 

—回もい 

•わホめはぃま、わを化ぃは 

ボ—ナスー活祐い 

、わ中し込み、わ問ぃなせは、ジャスコみ巧 
サービスカウンター义は、昕巧巧にわたず 
むくた'さぃ。 


SJ 

ジロス3 


♦第1逊第2日(け月£^日) 
が立ホ褐化体育館 


巧苦相巧リ 


卽大阪ガス 


、7 — 2' 

416 

;賊評一試合開始ょリ大阪ガス- 
加地、巧を•中間、馬場を中ムじ 
シ 1> i ゲ ー ム をくリ 返したが、 
か芝 GK 桜川の活躍もあり前半5 
点差がついた。 

诺ホ.じ入っても化分過ぎじは9 
祖茫と火きく開き竹芝の快勝と思 
われたが、大阪ガスは先発メンバ 
1を3人入替し、向井の活躍にょ 
り. 3ぶ差まで詰めたが竹芝の地力 
が勝った試合であった。 

"句002 WO 2311342 - 

^巧根醉地を田島田川井地羽 

け楠菅奥加渋長森浜大向加一二 


K 
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ご審•趙 I ‘ 


の：川間沼場本村元野上肥既 

合 

扣桜中平馬一二今が百川±長 

巧0 じ455020201 


T 


別 


卜 a 夕 

巧 体 


2 
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W 日本電装 


而—じ」 

。戦評〕前半は日本電装のぺ I ス 
で推移、キャプテン笠の好りード 
で常に先手、先手と攻めたて優位 
に立った。 I 巧の車体も細かいミ 
スから逆速攻を受け苦しい展開、 
前半残り W 秒で同点にするのが精 

一がのが態であった。しかし、後 

半に入って速攻の帰りがよくなリ 


リズム，が出てきて5み じ—み 
と巧めてりードして車体ぺ I スの 
展開。残り9分、 221:2 から一時 
はに逆乾されたものの巧り 
4分から決定的な3連取で開幕2 

憲。 


5ず002001222146 
橋上本戸村本田上藤井波 


装_ 


一. 木 き 
避局井橋西有久岸井近梅難 


笠 


K P 
G F 


Yi 煙 


体 


田巧田島野合部井野沢島邸 

5宮渡野君崎河岡酒平寺寺長 
がす00己405320003 
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2 


本田は研 


熊 本 


〇 


9日鉄建が 
, sl 8、 1エ 業 

〔戦評〕日鉄建材のディフ卫ンス 
の布陣は1部に巧しても見劣りし 
ない高さと重量をもつ大型ディフ 
エンスである。.セット攻撃にがし 
ては商さを生かしてそれなりの{寸 
りはできる。しかし、速攻の帰り 
がほとんどできず本田に自由き在 
に走りまくられ、前半なかばから 


碍〇0200303731 

が里中内西迫烏口山本中 

叙 谋 

巧古田谷至崎鹿山上わ阪 


K P 
G F 


甲§萨气 


り本本野代村中口中内島中玉 

けが宮矢一二松田山田堀寺大児 

得002662122892 


9 

尚 

T 

P 


が 


差は開く I 方となってしまった。 

後半開始から W 分間は全く得点 
できず、しかもその間の失点は W 
と大差がついてしまった。 

トョター「け—山1豊 田 

自動草3雨— W 」 2自動織機 
〔戦評〕前半、トョタ自動車に堅 
さが見られ I 時5 I 3とり I ドを 
許したが、 U 分過ぎスピ！ドじ乗 
った動きにょり相手の反則退場2 
人を誘い1気に7!5と引き離し 
た。後半もトョタのぺ—スで進め 
られた。織機はディフェンスの甘 
さが目立ち、前途厳しいものがある。 

得003110270 232 _ U 

^田村田伽澤山苗川浦田藤原 

W 柴中山奥大諫倉小お山伊吉 
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* •賊脈、 


軒本森井田村輪ネ上元々田内 

巧山富香川田一一一石村杉野ホ山 
巧ず00^62203330 5 

命第2週第2日 ( u 月3日) 
今津総合体育館 
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T 
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夕 

体" 


で9 
312 


?；；大阪ガス 


〔戦評：一前半、シユ—トミスなど 
の相手のミスをチャンスに変え、 
トヨタ車体が波に乗り、新人•岡 
部の速攻、既田のクイックシュー 
卜などで化 —9 とりー ドした。 

後半立ち上がり、トヨタ車体に 
退場ミスが続き、大阪ガスの乃へ 


流れが傾い，」思われたが、その 
ままトヨタ車体が逃げ巧った。 

得000 U 21213011 I 

I 田勝野地を田島田川井地羽 
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福兽奥加渋長森浜大向加一二 
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9田辺田島野合部井野沢島野 

げ宮渡野君崎河岡酒平寺寺長 
得007005 U 31002 


日鉄建材 
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豊 
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リ 

田 


自動織機 


413 
412 

〔戦評〕前半6分まで攻め切れず 
4—0 とされ波に乗れなかった日 
鉄だが、中盤からじりじりと追い 
上げ、残リ W 分でょぅやく 9 — 9 
の同点に追いつきそのを.ま一気に 
逆転、；5123と逆に1点をリ I ド 
して前半を終わる。 

後半は、立ち上がりから日鉄の 
ぺ I スで、 W 分までに？巧とリ 
I ドを広げ優位に立った。織機も 
中盤、小川の頑張りなどで追い上 
げるが及ばなかった。 


がザ0042103 W 0032 
^田村田畑澤山田川浦田藤原 

觸柴中山奥大諫倉小が山伊吉 
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け古田を久至崎鹿山上お阪 
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白動ホ 


巧日本巧装 


ヨタ3 P 3,— 巧 

LS—9 、 

〔戦評〕前半の出だし両チームと 
^一なかなか点が入らなかったが、 
W みほど経過すると追いつ追われ 
つのゲーム展開となった。中盤、 
トヨタは 4点連続ゴ！ルで3点差 
と引き離すが、直後、日本電装も 
^点連続ゴールで持も直す。トヨ 
夕の山ノ内のサイドシユートが光 
「た。日本電装 GK 高橋の好ずも 
9立った。 

後半か開始するとトヨタが4連 
揣ゴ， I ルでぺースをつかむ。逆に 
n 本需装は細かいミスで速攻につ 
ながれ、ディフ卫ンスの乱れも目 
おも-すつかリぺースを崩してしま 
う^トヨタは後半出だしの勢いを 
そのまま持続させゲームをものに 

した 
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.5^ 槪上本戸本田迫上藤并波 

巧瓦井橋西乂岸森井近梅難 


K F 
G F 


YE 組 
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?か芝精巧 


本田な硏 1 「9{巧 

脂本2 

〔戰が；！お半、巧芝 GK の好守で 
なかなか巧点できなかった本田。 

そ'むてもシ I !ソ^~ゲームだったか 

中鞭から巧をがりードを広げ 


9で折リ返す。しかし、化芝は前 
キ終了間際に続けて2人が退場に 
なり、後半は4人で始まった。後 
半は本田がょぅやくリズムをつか 
み残り2分で？：；|£::;の同点に追ぃ 
ついた。 ラスト 3分両者譲らず激 
しくせ り合うが、結局別 — U の同 
点のままタイムアップ。 
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け坂宮一二松巧山川田堀寺大お 
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♦第2週第3 日 (u 月 4 日) 
大阪ガス今津体育館 
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リ豊 田 
自動織機 


L 2 I マ 

〔戦評〕前半、どちらも固いずり 
のせいか同点のまま試合は進んで 
いった。途中、織機の1人が退場 
となり 5人になった。その際、1 
点の失点をし大阪ガスの有利とな 
った。2点差で後半が始まった。 
波に乗ってきた大阪ガスは織機に 
得点させる ことなく なめ続けた。 
独自のプレ！で得点をとっていっ 
た。そのせいかペナルティが多く 
残り1かを切った ところで 織機に 

退場者が出た。結果は巧 — W で大 

阪ガスが勝利を握った。 
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け宮渡野君崎河岡酒寺寺長川 
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〔戦評〕いきなり車体の速攻で始 
まったこの試合。車体フロ ータ I 
陣は相手の高さに苦しむが、ディ 
フェンスのスネをぬって野困らが 
得点を重わる。一方日鉄はディフ 
卫ンスの弱さが目立つものの上山 
らが相手ディフ卫ンスの上から 口 
ングシユ^卜を巧ち前半は同点で 
終わる。 

後半、車体は粘りの守りと GK 
の堅守でチャンスをつくり、速攻 
をしかける。得点をリードされた 
日鉄は上山らのシユートで追い上 
げを図るが、結局6点で終わった。 


】 I1 
- 113 

〔戦評〕立も上がり、両者とも相 
手のイ I ジ—なミスから速い攻撃 
を展開。そこから相手デイフェン 
スの穴を突いてきたのがまず本田 
チ！ム。じに宮本の好ず、堅いデ 
イフェンスの速攻、フロ .— ター陣 
のロングシユートなどでリズムを 
つかむ。トヨタチームは、ディフ 
ェンス面での粗さが目立ち、得点 
を許しながらも新人•三輪のパワ 
フルなロングシユ I 卜などで食い 
っき逆転、前キを2点リ1ドで折 
リ返した。後半はじめ、トヨタが 
一気じり—ドし突き放しにかかる 
が、本田も粘り強くホな追い上げ 
る。試合は終了間際、ネ田.山口 
の鮮やかな速攻からのシユ—卜じ 
ょり 同点、引き分けとなる。 
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〔戦評〕前半は日本電装のスピ— 
デイな速なにがし、か芝は馬場、 
今がらロング陣ががおするが、デ 
ィフ卫ンス前ごのミスが目立も、 


逆速なで失点を重ねた。 

後半、竹芝は平沼のロングで得 
点を重わるが、日本電装が前半の 
波に乗り逃げ切った。 
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^;^川間沼場本村元野上肥辟 
傅 合 
け桜中平馬一二今坂百川±長 
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封橋上本戸本田迫上藤井波 
鶴 ホ 笠 
巧高井橋西久岸森井近梅難 
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♦黃 3 週靠 1日(：：巧9日) 
大阪市立中央体育館 


6 

2 

T 

P 

8 

2 


本田扳研 
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け大販ガス 


でた 
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〔戦評〕本田がスタ—ドダッシュ 
よくなげに先制すると4点を連取、 
巧分過ぎには9—2と大きくリ1 
ドを奪ぅ。大阪ガスも反撃を試み 
るが得点が伸びず、全員がまんべ 
んなく得点：する本田が化！6と大 
きくり I ドして前半を終わる。 
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b 福曽奥加渋合長森浜巧加一二 


S 竹芝猜巧 S ご審 .1 脚 
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日本嚷裝糾 
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镇半じ人〇" - 大阪ガスも粘りを 
おザお巧の姐開を見せるが、前半 
のぶ基がぶ菱く 、 w — ^ で本西が 
快棘した* 

。日鉄鐘が 
■エ 業 

〔觸那)が一も上がりしばらくこぅ 
寿が禮が続いたが、3分過ぎ、日 
本带装•笠が先制すると電装が一 
気に5おを連取、優位じ立って展 
間中る。日鉄建材も反撃を試みる 
が駭発的で、その間電装は着々と 
加点、け—7とが点差をつけて巧 
リ逝す。後半に入っても流れは変 
わらず.、立+^上がリいきなリ電装 
が.6点を連取して勝負を決める。 
中經3降、日鉄建材も反撃を見廿 
るがずでに得点差は大きく開いて 

おリ、別—化で電装が大勝した。 
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おお中内田旧迫鳥口山ネ中 
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-も助谷乂至崎鹿山上わ阪 
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勤橋上本戸本田迫上藤井波 
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S 高井橋西久岸森井近梅難 
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自動織機 




S 竹を精巧 
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〔戦評〕立も上がりか芝が3点を 
連取ずると織機も2点を連取、中 
姑まで一進一退の点の取り合いを 

見せる。残り W 分を切って織機が 

日せ i 連取して^!9 とすると 5分 


を切って竹芝が2点連取、結局に 
] u の1点差で前半を終わる。 

後半じ入っても同じょぅな展開 
で、お互い連続して点を奪い合う 
というやや雑な攻防を見せたが、 
結局前半の1点差をずり切った織 
機が今季初勝利をあげた。 


得〇 已501640020 
對川間お本場本村元野上野 
拜. . 合 


ぃ桜中平山馬ニー今坂百川長 
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卜3夕 

自動車 
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a 夕 
ま-体 


® 田田澤山田川浦部田藤原 

^柴山大諫倉小わ渡山伊吉 
辱0 5109120321 

、614, 

け—8 

〔戦評一今季好調の両チ—ムのが 
戦で、1 前半の立ち上がリ双方とも 
一歩も譲らず、巧分まで7 — 7の 
同点。自動車は香井、山ノ内のサ 
イド シュ I 卜 などで加点、 I 方車 
体も長辟のポストシュ I 卜などで 
得点、；212：と自動車の2点り1 


得 OG 1 203じ20002 

. g 田辺田島野合部井野沢島野 

け冨渡野君崎抑岡酒平寺寺長 
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軒本森井田村輪本上元々田内 

動 ノ 

巧山富香 W 田一一一石村わ野光山 

诗〇 o ' 3 80800130.6 


T 

P 

9 

2 


ドで前半を終える。 

後半に入り、地力に勝る自動車 
は香井、川田、野々らが相手ミス 
からの速攻、ポストプレーなど多 
彩な攻めで着実に加点し、次第に 
リ—ドを広げる。自動車 GK 富森 
の好ずもあり、車体の反撃をかわ 
した自動車が gs — ので勝利を収め 
た。 

令第3週第2日(りちけ日) 
大阪市中央が育館 


S ： 大版ガス 


トヨタ6 u!n 

自助幸2 1 J 2 I け 

〔戦評〕このが戦、大阪ガスの善 
戦で場内が大いに湧いた。 

体格に大きな差のあるトヨタ白 
動車は、川田、ニー輪、お元のロン 
グ陣が低い大阪ガスのディフェン 
スを 突破し、楽々と得点して優位 
に試合を進めた。後半に入って、 
GK 福田に当たりが出だした大阪 
ガスは、新人カルテットの大活躍 
で^3分にはバ|^と逆転に成巧、 

I 時2点差としたが、直後に2人 
の退場者を出し、その間に追いつ 


得003700040502 
S 田勝野地を田田島知井地羽 


W け福曾奥加渋合長森可向加一二 
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軒本森井田村輪本上元々田内 

酥 ノ 

け山富香田二；石村わ野光山 

.得004^050 0 50 0 2 


かれ一進 I 退の攻防が続いたが、 
持ちゴマに I 日の長が あるトヨタ 
自動車が競り勝った。 


本田技研 


熊 本 
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a 夕 
体 


、4|0, 

911 

〔戦評〕小兵ながら全員で動き回 
る トヨタ 車体じがし、ネ 田は 1- 
2 • 3のディフ卫ンスで車体のパ 
スを寸斷し4連続、 3連続と得点 
を重わる。また、离い攻撃力で車 
体デイフェンスをほんろうする。 

後半に入ってもネ田の得点力の 
優位は変わらず、点差を一方的に 
広げて粘る車体をふり切った。 


得002003200040 
H ネ辺田島野合部井野島野野 

r . 宮渡野君崎河岡酒平寺長川 
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リ本本野代村口崎中内島中玉 

け坂宮矢二一松山 W 田堀寺大児 
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S 3 竹芝错巧 
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41 - 

〔戦評〕いつになくロング陣が不 
調なか芝じがしのびのび全員ハン 
ドの日鉄建材が相手ミスに乗じて 
速攻、ミドルでリードを奪い後半 
も好調を持続した。 

何と’か体勢の建て直しを図る竹 
) 芝は S 本、巧元の左コンビの頑張 
巧 りなどで巧分には 2— 巧の同点に 
追いつき、さらに逆転に成巧して 
W そのまま差を広げるかじ兒えたが、 


一巧 






















































〔竹芝〕得 
「桜川0 


8已26300100 巧 

間沼場本村元野上肥野 

合 ) 

中平馬一二今坂百川±長 a 


リードのまま前半終了。 

後半、 トヨタの 速攻が巧える。 
竹芝も踏張るが、実力に勝るトヨ 
夕が終始優位に展開、 W 点差をっ 
けてみ勝した。 


K P 「費•高田 'I T 
G F t 審田村」 P 

勒ネ森井田巧輪元塚々田内中 W 

S 山富香川田一二わ大野光山田 
がず007918目02030 お 

♦.第 6 週 第 1 日(：：月 W 日) 

徳山市体育館 

日本電裝 W 刖田巧 J 

〔戦評〕本田は田中の先取点から 
寺島の PT などの連続得点と好ス 
夕 I 卜を切った。 I 方日本電装は 
シユートミスなどが続き、 W 分ま 
では久本の PT 、 難波の速攻の2 
点で 612 と本田がリード。しか 
し、 W 分過ぎて電装 GK 井上の好 
ず もあり、 W 分までに 817 と 1 
点差まで追い上げた。その後、電 
装は橋本のポスト、桜井のロング、 
速攻と前キを^3 — ；：！と逆に1点リ 
I ドして巧り返した。 

後半早々本田は、寺島、松村と 
得点するが、電装も笠らの活躍で 
W 分までに化— :2と差を日点とし 
た。 W みまでは両チ I ム GK の好 


守が続きの Is と電装が4点リー 
ド。本田は残り5分から田中、一二 
代、寺島で一時は2点差まで追い 
上げたが、結局電装が？ S 1 別の4 
点差で勝利を収めた。 


辱000570150600 
が本本野代村口崎中内島中玉 

け坂宮矢一二松山川田堀寺大児 
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封橋上本戸本田迫上藤井波 
装 木 笠 

请高井橋西久岸森井近梅難 
巧ザ004023018361 

♦第6週篡2日(じ巧1日) 
日新製锅吳体育館 
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大阪ガス S 


、け—8^1 7 日鉄建材 

，け— 心 1 H 業 

〔戦評〕出だしは互角の勝負であ 
ったが、前半巧分過ぎから大阪ヴ 
スは日鉄のミスに乗じてホ々と速 
攻と重わ点差を広げていった。日 
鉄の攻撃は足が止まり、パスミス 
も多く雑になった。前半は S 2 I 8 
と大阪ガスの大量り I ドとなり、 
試合の大勢は前半で決まってしま 

った。 

後半も大阪ガスが主導権を握り 
速攻を中んとしたなめで一方的に 
ゲームを進めた。日鉄はずリも粗 
く、攻めでは上山のロングが散発 
的に決まるのみであった。結局、 
姑 In の大差で大阪ガスが勝利を 
b つここ」。 
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一^田勝野地が田島田知井地羽 

け福曽奥加中長森浜巧向加一二 
碍〇01.74 0 402465 

♦第6週黄2日(じ巧1日) 
香川巧総合が宵館 
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車 が 


夕5「け—1豊 田 

厅ム j 2自動綠機 

〔戦評〕立ち上がりでの連取で勢 
いに乗った織機のぺースで進むが、 
両チ—ムともミスが目立も、前半 
はスピードに 勝るトヨタ 車体の2 
点リードで終了した。 

後半に入り、車体は得点差を広 
げ ょぅとす るが、織機の GK 芝田 
の好ずなどにょり1点差にまで迫 
られる。結局、少し雑なプレ！が 
目立ったが、総合力に勝る車体が 
そのまま逃げ切った。 
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得0014か2。30030 



y 鉄のベテラン山口が終盤4連続 
得点と大活躍、再逆転してそのま 
ま狎し切った。 
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日本電装の 
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決めて再び同点となると全く一進 
一退をくり返し、残り1分 W 秒、 
電装•久本が決めて1点差で何と 
か織機を突き放し逃げ切った。 
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と自動織機 
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.〔戦評〕開始の秒、織機の大澤が 
い每なリ先制、2分過ぎに電装‘ 
楠本が返して3後一逍一退の展開 

となる。お互い手の内を知り尽く 
しで わり、 それぞれ持ち味を 出し 
でゲ]ムを進め、前半の残り 3 分 
はどから 3 点を連取した電装がじ 
i ;:: を1ぶをリ！ドして巧り返す。 
後中、2分過ぎに織機•大澤が 


数橋上本戸本田迫上藤井波 

^高ホ橋西久岸森井近梅難 

导〇〇30410己4212 

令算4週第2日(：：月：：：日) 
福井県立体育館 
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〔戦評〕前半開始早々からか芝は 
ボ I ルが手にっかずトヨタの一方 
的攻勢。中盤、やっと竹芝にエン 
ジンがかかるもトヨタの攻撃力、 
ディフ卫ンスカは上で、トヨタの 
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藤永平を大桑荒重 
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♦第 t 週第2日 (W 月 w 日) 
I 二踞ホ微を体育館 


ソこ— — 


。ブラザ！ 


国 を 一 节—怎 1エ 業 
〔戰評〕前半立ち上がり、両チ— 
ム ももに ミスが 続く が、 4 分過ぎ 
ブブザIが一一一好のヵットィンで先 
制する。しかし、その後も攻め切 
れず、巧みで 3 — 3 とロースコア 
Iで試をは進む。結局、前半は6 
-复、終了。 

後半に入り U 分、ブラザ— •軟 
川の退場で流れが変わるかと思え 
たが変わらず、ブラザ—がり I ド 
してはソニ—が追いつく AJ いぅパ 
夕 I ンである。巧分過ぎ、林のポ 
スト シユ I 卜でソ ニ I がリードを 
奪う。だが残り2分を切ったとこ 
ろでソニ—は藤元がお場になるが、 
波に乗ったソニ I がずリ切り、 

—じと接戦をものにした。 
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げ喜西荒未小野藤甲進高畑一二 
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♦第2週第2日《りち3日) 
東根市が育館 


JUKI け 
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けムネカタ 


〔戦評〕開始 1 分、 JUKI •田 
中が先制、キャプテン飯田の好リ 
1ド もあリ 着々と加点。 ムネカタ 
は6分過ぎに よぅやく 初得点をあ 
げるが、接井のロングシユ ートな 
どで U 分過ぎには 413 と逆較。 
U 後 I 進一退の展開を見せ、 W — 
9 と JUKI が 1 お：-をリードして 
前半を終了。 

後半に入っても、 JUKI が先 
行、ムネ々夕が追いかける という 
展開が続いたが、 n 分過ぎからの 
W 分間に JUKI が4点を連取、 
勝負を決めた。 


得 001240610001 


木影橋川野野井藤子上藤根 
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.佐山高皆上菅桜遠庄村遠藤 
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審•齡々稳， 


巧保田尾田田塚中田口田井 
W 久 関 
U 久山永許和高田飯山吉武 
得 002303331004 

♦第3週 第 2日 ( u 月 W 日) 
東海巿体育館 
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ブラザ— 


卫 


業 




け JUKI 


. WI 7 J 

〔戦評〕前半、スピーディなゲ— 
ム展開からやや JUKI ぺ I スで 


試合が進む。が分過ぎあたりに J 
UKI のパス ミスから ブラザ I の 
速攻が決まり流れがブラザ I に移 
る。その後ブラザ！荒木のミドル 
かよく決まリ前半を W I 9とブ 
ラザ I のリ I ドで終わる。 

後半も中盤まで一進 I 退のゲー 
ム展開であったが、ブラザ！の3 
度の退場にもかかわらず JUKI 
がそれを生かせず波に乘り切れな 
かった。ブラザー荒木の W 得点の 
活罐もあり、ブラザ--が JUKI 
をふり切った。 

得 00420142003 
の保田尾田田塚中口田井 
W 久 関 
〇久山永許和高田山ま武 


K P 
G F 


〔を.眠钱 
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U 多住木永栗田江斐藤木中好 

ご吾西荒未小野藤甲進高畑三 
53 HOOK 10 4044001 

♦第4週第1日(り月け日) 

I 二好公園総合体育館 


ジャス n 巧 


化—6 

211 


■JUKI 


〔戦評〕前半5分は両チームとも 
なめ切れずロースコア—でぁった 
が、5分過ぎから JUKI の攻め 
のミスをついたジャスコが速攻を 
主体に得点を重ね、おけ出した。 
特にジャスコ±師がサィドシユー 
卜、々ットィン、ロングシユ I 卜 
とを様なシユートを放ち JUKI 


のディフェンスをかく乱した。前 
キを通して JUKI の攻めの甘さ 
が目立ち、決定巧のなさが大きく 
点差に結びついたょぅだ。 

後半も前半と同じく JUKI が 
攻めあぐわ、チャンスはあるにも 
かかわらず得点に結びつけること 
ができず、逆にジャスコはスピ I 
ドに乗った速攻、速いボールまわ 
しからのカットイン、ポストプレ 
1など多彩な攻めで点差をますま 
す広げ試合を決めた。 


得 00311001001 
の保田尾田塚中田口田井 
服久 関 
U 久山永和高田飯山ま武 
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’審.刺刺’ 


W 林川井出島田井田澤永師 
、ャ谷 東 
わ小長今東勝稲川飯成徳止 
が『000112560190 

♦第4週第2日(：：月：：：日) 
岡崎巿体育館 
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けムネカタ 


じ—6 

，で7、 

〔戦評〕開始5分過ぎ、ブラザー 
は荒木が負傷にょり退場するが、 
そのハンディもなく多彩なプレー 
で確実に得点を重わていった。- 
方ムネカタは、長身桜井を中んじ 
巧二ーロングシュ —卜を わらうが、 
ブラザ！の厚いディフェンスにず 
られ、なかなか思うように決まら 
ず、いそのあせりが味方のディフエ 


♦.第2週第1日 ( U 巧2日) 
四日ホ巿体言館 


ジャス n が 


マ2ソニ- 

LSI 止ミ国み 

〔戦評〕先取点は相手ミスょリジ 
ャスコ東山の得点で始まる。前半 
W 分過ぎまでソニ！大住、ジャ 
スコ•王師などの活躍でシ1ソ1 
ゲ I ム。僅かにソー II 有利に進め 
るが、 U 分頃同点にジャスコが追 
いついたあとは、がみ過ぎのソニ 
—が退場者をおしてょり完全にジ 
ャスコのぺ—スとなり、多様な攻 
撃にで点差を開き6点差にて前半 
終了。後半に入り、ジャスコ GK 
小林の好守と飯田の活躍が光り、 
ワンサィドゲ t ムとなる。中盤、 
韓国からの金、林も攻撃に厚味も 
加え、着々と加点、他方ソニ！は 
永尾中んの単発シュ—卜が決まる 
程度、大差にてジャスコリ—ドの 
、つちに 終了した。 


得 0 4722050200 

^賀元尾山山住を木山 

こ 林飯 

^>古藤永平安大桑荒重 
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大和田 
河合’ 


ジ林川井お田田井西本師 

.バ谷 金林 

じ小長今東稲山川飯西止 
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守照 
屋井 


元尾山山住谷木橋倒 

藤永平を大桑荒石〇 

9315460200 W 


〔戦評〕立ち上がり両チームとも 
ボ ー ルが手につかず、5分間こぅ 
着が態が続いたが、ムネカタのミ 
スにつけこみ、ソニ I 国みがサイ 
ド、ポストプレーにより着実に加 
点し、前半を U — 5 とリ！ ドした。 

後半、ムネカタは皆川、桜井を 
軸に攻めるが、ソニーのコンビネ 
I シヨンプレーか勝ち、勝利を手 
にした。 


日ず 000503 己 01010 
が木影橋川拇野井藤子上藤根 


ム 


佐山高皆占官桜遠庄村遠藤 


3 
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T 

P 



A 义にも影響し、前半のみでペナ 
ルティ— 5 本 (、っも 警告 3 回)と 
いぅ祗さがおてしまった。 

强半、ムネ々夕はプレスディフ 

ふ > 又で相手のミスをわらぅが、 
ブラザ.！はケガの治療を終え復帰 
した荒木に一層元気づけられ、一 
对にぶ差まで広げ勝負を決めた。 

お001410401002 U 

^本繫橋川醉野井藤子上奏根 

.パ々 遠 ） 

5賠山商皆上菅桜遠庄村吾藤 U 


令第 5 週黄1日 (u 月の 日) 
確島巿が育館 


ジャス n W 


W ムネカタ 


、け —0 

，け1 5 J 

〔戦評〕前半立ち上がり早々、ム 
ネカタ-皆川が先制。しかし、ジ 
ャスコもすぐに追ぃっき逆転、 

後ジャスコ優位の展開でじ〇じり 
とり— ドを広げ、 J ：； 19 と8 点を 
リー ドして前半を終える。後半に 


K P 

G F 


TI 私二 
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导001320402011 

リ木影橋川野野井藤子妻代根 

: i を山高皆上菅桜遠庄吾田藤 


〇多を木水栗田に斐藤木中好 

け‘皆西棉お小既藤甲進高畑一二 

巧い U 52 32 035002 
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ジ林原井出島田井田澤師が本 

小藤今東勝山川飯成±松ま 

巧ザ0072332357之〇 


入るとムネカタは ジヤスコのディ 
フエンスを攻めあぐわ、23分過ぎ 
まで実に U 連続得点をジヤスコに 
許し、大差がついて勝敗が決した。 

♦第5遇第2日 (u 月 S ： 日) 

都城巿体ち文化センター体育館 


け JUKI 


ソこ— 「5 —— U 

国 み1 

〔戦評〕立ち上がり5分間は両チ 
—ムともシユ 1-^ ^ミスが目立ら、 
ソニ—国分は；3分間「得点〇」が 
続いた。 W 分には JUKI が 4 — 
1とリードしたが、前キ終了間際 
ソニ—がを山の速攻で同点として 
巧り返した。後半は、ソニ！藤 
元、 JUKI •田中の両エースの 
活躍で一進 I 退のゲームとなった 
が、残り5分間でソニ I は相手。ハ 
スミスから逆速なやポストで PT 
を誘い、4点連取で突き放した。 

得 00000722002 | U 

〇保田尾田塚中田口田井 

抓久山永和高田飯山ま武 
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YI 壁 


^賀元尾山山住を島木 

こ が飯 

け古藤永平安大桑中荒 

がず0 5206400000 

♦第6週第1日 (り 月が 日) 
徳山市が杳館 
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〔戦評〕ジャスコは立ち上がり地 
元お身の飯田が2得点をあげ、好 
スタ I 卜を 切ったが、フラザーは 
野田、甲斐、荒木で3点連取 、 W 
かまでに312 と ブラザ ー がり 一 
ド。 W 分まではジャスコはがの P 
T 、 止飾のサィド、ブラザーは G 
K 西住の好守から甲斐の速攻、荒 
木の PT など激しい攻防があった 
が、ジャスコは今井のサィドや速 
か、さらにずりも巧分過ぎから動 
きが良 くなり 9 — 6 とジ ヤスコ 
が逆転。その後ジャスコは今井、 
金の活躍で前半を 2:19 でがり返 
した。 

後半は、ジャスコ•稲田、ブラ 
ザー • 荒木のシユ1卜で^分まで 
^ —じと日点差は変わらず、その 
後も着実に得点をまねたジャスコ 
が、金、稲西を中ムとする堅いず 
り も あり、 gjiw で勝利を飾った。 

寻〇06002134000 W 

。を住木永栗田江裴藤木中好 

わ喜西荒末小野藤甲進高畑二一尚 
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，審 卿 


ジが川井出島田井西澤師 
ャを 金林 
け小長今東滕稲川飯成± 

得006406120巧32 

♦第6週第2日(口ち一日) 
古川巿総合体育館 
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けムネカタ 


お謀び 

日本りーグ第日週の男子1部、 
湧永製薬が一一一陽商会の試合結果 
の発表じ際し、リ I グ運嘗委員 
会からの資料が勝敗を取り違え 
て発表しましたた•め、新聞紙上 
等で誤って報道されました。機 
関誌誌上をお借りして正しい結 
果をお倍えするとともじ、ご迷 
惑をおかけいたしましたことを 
関係を位に深くお託び申し上げ 
ます。 

日本リ—グ連嘗委員を 


































もっと大きな声で 
夢を語りあいたいな 


夢を語るときの瞳は、 

いつもキラキラ輝いています。 

夢を、未来を、カタチに変える、 

そんな新時代への冒険心を 
大同特殊鋼は大切にしたいと思います。 
夢を語りあいたい……あなたと。 


"^义同巧赚細 


本社干460名古屋巿中区錦 I - I I - 18 (興銀ビル) 
TEL (052) 201 -51 11 
支なま京 支な大阪 



■パ 


卜ををせてほしい 


0 

巧み付け部エッジの傾斜が、スパイラルソールが、そして a ダルが、果敢な攻 S を巧能にする。 


品るスカイハンド⑩ジャパンか - S 品番 THH 711 

メ-ヵーを望小売価格¥15,500(消'费税巧き） 

カラ-/*ホワイト X レッド.マリンブルー•ホワイト X 必 I マリンブ J レ _• レッド 

サイズ/ 22.5-29.0 cm 


a 脱. 

ATHLETIC SHOES 


アシックスは 

オリンピックキサンペーンの 
オフイシ村レスポンサーです. 


持なをなアシックス 


■巧ぶじついてのがか、合わせは巧ま会な ァシックス 消巧を巧な ままで どうぞ。干650巧戸ホ中央区巧な中巧 7 T 目 I 番 I EL 化な)3の-2233(專用）. （078)303-3333( 大巧が 
〒1加まま巧墨田区巧糸 4 T 目1〇ホ II 号 TEL (03) 3624-1814 (ま巧）•佩) 3624-2221 は:巧ま）■及は;玲アシックスの登辑商捂です。 
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勇子 


▼予選卜—ナメントー回戦 

化—5 


中部大お 
中央大訂 

ぉ讓題 

n 本体.脊大が 

證農人が 

麗隱 


L 巧—這 
U — 8, 

- 010 

厂1 1. 

5 0- 

1X U 

4 1 6 

菅 1 1 - 

ザ3 

別ム 

■1 I 1 

1 1 

5 3 
■1 1 

'010 

1 1 

- 312 

广1 1 


^::新褐大 
2名城大 
が愛知大 
^3愛媛大 
^函館大 
の同志社大 


日本大が 

を政大 W 
▼ 2 回戟 
早稲田大 W 

福岡大？3 

順天堂大？？ 

襄嘗大 S 

筑波大糾 


-3 — 

31 
で91 

お— 9. 

. 210 - 

1 1 

4 I 4 

IX 1± . 

，1 — 01 

1 1 

6 I 〇 

•1 1」 

^17 

812 
，1 1 . 

. 211 - 

1 1 

1816 

厂1 1' 

〇 I 4- 

2 1 

4 3 

• 11* 


S 京靈業大 
22東和大 

^中部大 
W 中央大 
2東茫子院大 
?^大阪霧大 

S 愛掌契 


中京大？：3 

国古館大说 
大阪嘗大別 


Sil 際臺大 



筑波大 W 
大阪嘗大 S 
大阪嘗大 S 
筑波大别 
国±館大 W 
大阪嘗大別 


53中京大 
^国±館大 
W 中京大 
SS 国±館大 
の中京大 
巩波大 


福岡大 g 


け筑波大 


〔順を〕①大阪体育大②筑波大③ 
国王館大④中京大 

マ3位み定戟 

、け — C ’ 

/け1( 

〔戦評〕3分過ぎ清水の PT で福 
岡大が先行すれば、筑波大•藤田 
のカットインで応え、その後互い 
のディフェンス、 GK の好ずに、 

W 分過ぎまで411のロースコア 
ながらも福岡大がリード。 W 分過 
ぎ、福岡大工 I ス中山のロングが 
当たりだすや志田の速攻、中がの 
ロングなどが加わり、筑波大も鎌 
田のサイドシユ I 卜などで追ぅも 
218 と福岡大のリードで前キを 
終了。 

後半に入り、福岡大.村田が左 
サイドに走り上がっての々ットイ 
イン、速攻と得点を重ね、時が放 
つ中山のロングにじわじわと福岡 
大が引き離しにかかる。筑波大は 
化分過ぎに平野退場の不利を逆に 
速攻2本で得点し、追いつきかけ 
るが、藤井の当たりが今 I つで散 
発的ななめとなり、福岡大は中山 


得003220512010 
が山井軟田田田木田越島崎 

^2栗藤平鎌ぉ藤鈴誉横児益 


7 
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，審 .5 S ‘ 


田水村倉水困山西塘 
牧 

村清中米清を中志浦 
碍〇〇3402040 K 12 


に集まるディフェンスの逆側を上 
手じついて着実に得点を重ね、1 
み前に筑波大 GK のシュートとい 
う場内を沸かすプレ—があったが 
^(?:;で福岡大が勝っ。 

►ホ勝 


妄望円大が 


リ大阪當吴 


•914, 

，け一7、 

〔戦評〕日体大のスロ I オフで試 
合が始まり、開始2分、大体大. 
森本が先制点をあげたが、その後 
日体大サウスポ II 年小沢が2連 
続得点をあげ、両校白熱した展開 
となり、 W 分後、日体大•積、佐 
藤らの活躍で4点リ—ド、その後 
大体大の速攻が決まり始め、前半 
残り W か 、 W — W の同点となる。 
しかし、大体大 GK の好ずなどが 
あったが、セットな撃が決まりだ 
した日体大が2^ と5点をリー 
ドして前半を終了。 

後半に入り、日体大が速な、ス 
々イプレ I などで3連続得点をあ 
げ、幸先の良いスタートとなり、 
大体大も森本のポストプレ I など 
で食いっき得点していったが、攻 


得000730236 0 . 〇〇 
H 方方崎中藤上田原本上田 
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け緒四大田後井前が森村福 
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9嶺浦地庄藤，崎川増内本沢 
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け長西下ネ佐相淸豊中富小 
班 得〇 〇 6 4 7 611〇 〇 5 4 
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巧ミこんでしま消おです 

巧をなことを、好きなだけやつて t 、るうちに、ここまできた。 

面白 I 、なあ、くや U 、な、うれ U 、なと S つな、る巧にここにいた。 

ボ ー M 。こあれば、♦中になれるボクたちは、きつと天下無なのきせ•まなんだ、と思 t 、ます。 

]!!? 方?觀，がみ m©ltert 

参天な皮ホ•*«拉な.手!*い 果ま本れ吏を巧5旧区な川 5T 目 5-7 干1班なが3625"7巧1巧 


曰ネリーグ男子 K を巧 


大巧.をを屋•巧巧.広 IH 山台•化な•リノ USA. デュ’；ホルドルフ W.G. 


舉力 U 賭る目体大がキャプテン下 
地を中んに着実に得点をものにし 
疵.じ乘リ、本大会で調子を上げた 
り体乂が糾で優勝をものにし 

た 口 


東女体大の 


i 嘗大 


中をか大 W 
筑波乂 
义胳化育大 

〔本嘗大 g 

武成川女大別 
なみか大が 
福岡大が 
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萊かか大挑 
筑波大^:: 
東女体大始 
尖阪嘗大巧 
姑波大の 


-回戦 

S 岡教寞 

鐘福斐 

^2天理大 

2;仁霎寞 

W 中京大 
9東海大 

6広島大 

化教大 
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i 嘗大 

U 筑波大 
^3中京か大 
中京か太 


'Y 。 

,210 

(順位〕①東京女子体育大②筑波 
大③大阪体育大④中京女子大 

▼準み勝リーグ B 組 

' Y 6 ‘ 

8——9 

^4 1 /- 
1―- 1 

.ml 6' 

「〇 2"! 

1 1 

9 I 6 


畫川寞巧 
日女体大^ 
福岡大2^ 
日案育大 W 
畫川莫 W 

東女体大の 


甲9 

ザ7 
,218 
、 y 7 

J 2 J 9 

〔順位〕①日本体育大②武庫川女子 
大③日本女子体育大④福岡大 

►3 位決を 戦 


巧日本体育大 

^:福岡大 

2產川寞 

U 日女体大 
巧日女体大 
大阪嘗大 


においては1勝1敗と分け合ぅ両 
チームである。筑波大•西田のサ 
ィドシユートで先取し主導権を据 
るゲ！ム展開となる。いつものデ 
ィフ卫ンスの切れが見られない武 
庫川か大。筑波大の野村、柳内な 
どの活躍でじりじり差を広げよぅ 
とするが、意地を見せる武庫川女 
大もやっと中盤過ぎに動きがかみ 
合うようになり、久保、柳崎の速 
攻も決まりだし、後半に反撃の望 
みを託す。 

後半じ入り、筑波大はセットか 


得002321322020 
の山村林本保浪田村崎国 
娜牧 西 

け岡西大岸久高北田橋重 


7 


K 

G 


Y . S 控 


筑波大の 


け ic 


U 萬川寞 


〔戦評〕この大会過ぶ3位決定戦 


が藤田川内沢内久田村田田前 
が前古 

け斉小加竹中柳長西辟飯東大 
得004017045001 



ら加古川のポストプレ1などで得 
点を加えるのにがして武庫川か大 
は速攻、カットイン、そしてペナ 
ルティ—を決め、1進一退の攻防 
がくり返される。武庫川か大は前 
半の動きとは見違えるよぅなファ 
イトを見せてくれたが、立ち上が 
りから中盤までの展開が悔やまれ 
る。 

マみ勝 


東女体大？3 


け桌暮大 


、で C 
，でと 

〔戦評〕両チ—ム關始早々やや固 
さが見られたが、日体大が3分、 
児玉のロングで先行する。女体東 
大は日体大 GK 小松崎の好守もぁ 
り、なかなか点が取れなかったが 
9分に飯田のカットィンで得ぶす 
る。その後も東か体大はサィドを 
中んに着実に点を取り、前半を W 
— 6で終了す る。 

後半じ入り、日体大も粘りを見 
せ、福西を中んに点を取り、一進 
一退の攻防を見せ点差を詰めよう 
としたが、前半の差が大きく響き 
東女体大の勝利に終った。 


がす002145021003 
5崎田ま畑玉寺林西田村田原 
^松保 成 
け小久竹大児福若福山西柳石 


8 

1 


K 

G 




が野司野口島島島橋松間田田 

巧今庄日井小新田本並本飯山 
得003020360270 


—巧- 






























































中日順日国を順 
± 

大大大大太大大 



.の勝莉のみ 

游達が役立ちまず•巧, 


合宿.国巧外遠征巧ら 
家族の旅行まで 


つ、、 

し 


なんでち手配致します 



株式会社エモック•エンタープライズ 

干105東京都港区西新橋1 —17- 4 Y • K ビル1 F 

TEL : 03-3507-9777 FAX : 03-3507-9771 
運輸大臣登録が行代理店業第6018 
一般旅行業務取扱主任者田" I 正巧 


▼男子1部 

早 大 S I の 
日体大 ^ — ^ 
筑波大 巧 1 W 
中 大 の 一 の 
日体大 端 —2 
筑波大 gs—s 
国±大 ^—2 


秋田大 2 — 0 日大工学部 
お前大 ^ — u 東北工大 
福島大 宮城教大 
化里大 拍日大工学部 
秋田大 糾宮城教大 
日大工学部 ^—n 東化工大 
弘前大 秋田大 
宮城教大 の 化里大 
福島大 SIW 弘前大 
宮城教大 の東化工大 
秋困大 WIW 化里大 
〔順位〕①秋田大②福島大③宮城 
教育大④化前大⑥北里大⑥日大工 
学部⑦東北工業大 
▼女子 

東化福祉大 ^13 宮城教大 
岩手大 WI 3 宮城教大 
東北福祉大 ^ — 8 岩手大 
〔順位〕①東北福祉大②岩手大③ 
宮城教育大 


関東学生 


化海道学生1 

▼男子1部 

’お视道園大^ — ^化教大函館 
画館大 — 9 化教大旭川 
化 大 小樽商大 
函鉛大 g —8 化教大函館 
化海学園大小樽商大 
化 大 化教大旭川 
幽薛大 北海学園大 
化 大 の一2,化教大西館 
小婚商大 化教大化川 
化 乂 ^— n 北海学園大 
両化乂 SI 6 小樽商大 
北教太函館^ IU 化教大旭川 
北海学圃大パ化教大化川 
小お脚大 の IW 化教大函館 
跑お大 別 IU 化大 
〔順化〕①跑館大②北海道大③化 
池單鬧太®小樽商科大⑤化海道教 
育大函随分校⑥北海道教育大旭川 
をお 

▼勇す2部 

lr>x 化星大 
化お玉お 巧—化幌大 
道都太 化教大訓路 
化站太 ^—知 化お工大 
里麻工大 の一？3化教大訓路 
化贼太 訂 IU 道都大 
化おホ别路巧！^ 化星大 


室蘭工大 化 化幌大 
道都大 WIS 化見工大 
札幌大 化星大 
化見工大 巧—別化教大訓路 
道都大 の 一;^ 室蘭工大 
道都大 化星大 
北見工大 ^1^ 室蘭工大 
化幌大 ^1 の化教大訓路 
(順位〕①道都大③北見工業大⑤ 
室蘭工業大④化幌大⑤北海道教育 
大訓路分校⑥北星学園大 
►•男子3部 

北大医学部巧北海学園化兒 
化幌学院大お一2訓路公立大 
化海道工大挑—。北大医学部 
訓路公立大 SIU 北大医学部 
札幌学院大北海道工大 
訓路公立大が—6北海学園化見 
化海道工大お化海学園化見 
化幌学院大 SI 2: 化大医学部 
訓路公立大 WIW 北海道工大 
化幌学院大糾 — U 化海学園化見 
〔順位〕①化幌学院大②訓路公立 
大③化海道工業大④化海道大医学 
部⑤化海学園化見大 
▼女子 

化教大旭川如|^3化海道女短大 
化教大旭川 ^ — 8 化星大 
北海道か短大の一8 化星大 
(順位〕①化海道教育大旭川分校 
②北海道女子短大③化見学園大 


ま化学生 


▼男子1部 

東北学院大お—2 山形大 
化台大 別 東北大 
東化福祉大？— 化 山形大 
岩手大 W — の 東击大 
岩手大 山形大 
東化福祉大巧 IW 東化大 
岩手大 仙台大 
東北学院大東化福祉大 
東北大 糾 — W 山形大 
東化学院大 ^lu 東北大 
仙台大 巧—^2 山形大 
東北福祉大の一？3 岩手大 
東北学院大の一？：3 仙台大 
東化学院大岩手大 
東北福祉大挑 IW 仙台大 
〔順位〕①東北学院大②東北福祉 
大③岩手大④仙台大⑤東北大⑥山 
形大 

マ男子2部 

秋巧大 ^ — ^ 東北工大 
福島大 3 IU 日大工学部 
化里大 け 東化工大 
宮城教大 日大工学部 
弘前大 姑—の 化里大 
秋田大 巧—別 福島大 
宮城教大 姑 化前大 
福島大 が化里大 
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ホ日中日法順法日日日国を順法 
体 体 ± 

大大大大大大大大大大大大大大 
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中が巧役運輪株式会社 

代表取締役社長中が昭光 
本社〒 108 東京都潑区芝浦 2 - 3-39 

電話東京 （ 03 ) 3451 - 4161 (代） 
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をホ 加ふ 
風波太 ^ — ^ 
中 大 SS—S 
早 大 g —2 
H 体ぶ 
¥ 女； 

岡ム大 

就她大 ^ I ^ 
中 大？ ^1 の 
国女太 巧—巧 
砸 大 g—s 
早大 

京威太 ^—别 
UM 大 ^ — ^ 


雌 大节卽 国女大 
早 太 巧 — W 筑波大 
中 大 でな 日体大 
を 大节 S 順大 
困十大 UIM 日 大 
.筑波大 の一 ^ 中大 
y 体义 巧早大 
〔顺位}①早稲田大②筑波大③日 
本化育大④中央大⑤国±館大⑥順 
戈堂大⑦日本大⑧法政大 
▼黄子2部 

圓武大 巧—巧 青学大 
明治大 ^ — ^ 明星大 
，乘滞大 ^ — ^ 慶応大 
学装大 ^ — ^ 拓大 
慶応大 SIU 拓大 
明治大 の！別 青学大， 
国武大 ^ — ^ 明星大 
学芸大 2 IU 東海大 
抓 大 W -2 明星大 
お海大 青学大 
闲が大 的—訂 慶お大 


明治大 ^1 じ 学芸大 
青学大 拍巧大 
東海大 S — 別 明星大 
明治大 洗—巧 慶応大 
国武大 別—巧 学芸大 
学芸大 別 青学大 
慶が大 リー别 明星大 
東海大 明治大 
国武大 wiw 拓大 
慶お大 W — 巧 青学大 
学芸大 巧— ^ 明星大 
明治大 说 —S 巧大 
国武大 東海大 
明星大 的—が 青学大 
学菩大 が一？：3 慶応大 
東海大 巧 IU 拓大 
明治大 の一？^ 圃武大 
〔順位〕①国際武道大②明治大③ 
東京学芸大④東海大⑤慶お大⑥明 
星大⑦青山学陪大⑧巧殖大 
►.男子3部 

東京大 東工大 
横商大 U — 専修大 
武工大 WIW 茨城大 
東経大 糾—巧 千葉大 
東京大 能—パ 専修大 
武工大 千葉大 
横商大 東工大 
東経大 ^ — ^ 茨城大 
武工大 UIU 東工大 
専修大 の東経大 
東京大 巧 茨城大 
千葉大 化—：2 横商大 
専修大 wi 巧 武工大 
東工大 の IW 東経大 
東を大 千葉大 


横商大 茨城大 
.武工大 W — 巧 横商大 
東工大 TS 千葉大 
東経大 東京大 
浆城大 洗—？3 専修大 
横商大 —巧 東経大 
武工大 東京大 
専修大 千葉大 
東工大 茨城大 
東工大 巧 IW 専修大 
横商大 東京大 
千葉大 班 茨城大 
武工大 東経大 
〔順位：一①武蔵工業大②東京工業 
大③横浜商科大④東京大⑥東京経 
済大⑥専修大⑦千葉大⑧茨城大 
▼男子4部 

創価大 東洋大 
一橋大 ^ — ^ 帝京大 
横国大 ^ — ^ 東理大 
東農大 ^ — ^ 上智大 
帝京大 ^1^ 上智大 
一橋大 巧 創価大 
東農大 ^1^ 東理大 
横国大 ^ — ^ 東洋大 
横固大 M — ^ 東農大 
東洋大 お—;5 東理大 
帝京大 創価大 
I 橋大 上智大 
横恆大 お 一 の 上智大 
東洋大 帝京大 
創価大 指！化 東農大 
東理大 巧— ？^ I 橋大 
一橋大 ^ —の 東洋大 
上智大 東理大 
横国大 gj — 訊 創価大 


帝京大 東農大 
一橋大 東農大 
創価大 の一 2^ 東理大 
上智大 じ IW 東洋大 
横圃大 巧—巧 帝京大 
創価大 上智大 
東理大 gs — 巧 帝京大 
I 橋大 W 横国大 
東洋大 巧—班 東農大 
〔順位〕①横ぉ国立大②一橋大⑤ 
創価大④帝京大⑤東洋大⑧上智大 
⑦東京理科大⑧東京農業大 
▼男子5部 

大東大 別 IW 防衛大 
横市大 巧 — S 産能大 
明学大 UIU 成膜大 
立教大 如—け 芝工大 
成膜大 ^—2 産能大 
大東大 ^—52 明学大 
立教大 化.防衛大 
横市大 挑 tw 芝工大 
巧衛大 パ 芝工大 
横市大 成驗大 
大東大 巧—^3 産能大 
立教大 挑明学大 
産能大 防衛大 
横市大 別 i :2 明学大 
成蹈大 立教大 
大東大 把—の 芝工大 
立教大 産能大 
明学大 ^ — u 芝工大 
防衛大 成験大 
大東大 お横市大 
成撥大 ^1^ 芝工大 
横市大 gs — の 防衛大 
産能大 巧学大 



音のない体育館、誰もい 
ないグランド。そこにハ 
ンドボールという 魔法が 
かかると、興奮のるつぼ 
とイヒしてしまう。 


一廣のさらめまと 
積極果敢な 
チがレンジザー 


セノーも誇り高きチャレンジャ 
一。 より良質の素材を求め、よ 
り精巧な製品を生み出す努力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
額に光る一粒の汗と同じです。 


日本ハンドボール協会検定工場 


巧 Senoh 


•本な 

束を都干化田区神田司叫2 T 目7を地 
郵便番ち - 101電話 （03) 3292-5411 


お柬火 3—巧 立教大 
大東大 成躁大 
立教大 化—^ 横市大 
帕衛大 说1。明学大 
廉能大 の Is 芝工大 
(顺位〕①大東文化大②立教大③ 
横拱市立大④成膜大⑥産能大⑥防 
椒大⑦明治学院大⑧芝浦工業大 
▼男子6部 

神奈川大 糾—じ 文教大 
独協大 ^ — ^ エ芸大 
亚 大で2 千工大 
埼ホ大 22 —S 都留大 
亚 大 Yg 独協大 
神杂川大 埼玉大 
エ基大 挑 IU 文教大 
都留大 千工大 
姆玉大 ^ — ^ 文教大 
が 大 扣神奈川大 
独煽大 都留大 
r エ太 パ—巧 エ芸大 
埼玉大 W 1 S 文教大 
姑楠大 挑文教大 
神泉川大 ^!u 千工大 
亚 火 ^lu 都留大 
.郡留.大 じ10 エ棠大 
神奈川大 の In 独協大 
化 大 お 1 U 文教大 
试ぶ大 千工大 
独端火 埼玉大 
化 人 別一の エ苦大 
干 r _ 乂 ^ — u 义教大 
冲ホルた ^tu 都留大 
排奈川丈 SIW 工芸大 
化 大 お12 埼玉大 
化陆太 S — 巧 千工大 


文教大 53 IW 都留大 
〔順位〕①亜細亜大②神奈川大⑤ 
独協大④埼玉大⑤都留文科大⑥千 
葉工業大⑦東京エ葦大⑧文教大 

▼男子7部 
0 A グループ 

武蔵大 WIK 玉川大 
杏林大 卽—巧 日工大 
東電大 ^ — ^ 関学大 
日工大 的—巧 関学大 
玉川大 53 — U 杏が大 
武蔵大 ^—n 東電大 
武蔵大 ^1^ 関学大 
杏林大 お—6 工科大 
日工大 お玉川大 
玉川大 の — U 東電大 
武蔵大 巧—2 杏林大 
日工大 工科大 
玉川大 巧12^ 関学大 
武蔵大 姑 — t ; 工科大 
東電大 wts 工科大 
日工大 武蔵大 
杏林大 お IU 関学大 
ぶ川大 巧—23 工科大 
日工大 東電大 
工科大 の関電大 
杏林大 wiw 東電大 
〔順位〕①日本工業大②武蔵大③ 
杏が大④玉川大⑤東電学園大⑥東 
京工科大⑦関東学院大学 
0 B グル—プ 

群馬大 の一 23 農工大 
情報大 都•立’大 
群馬大 技術大 
農工大 巧外語大 
都立大 パ 技術大 


外•語大 MIH 群馬大 
情報大 の— ^ 農工大 
外語大 W — 巧 な術大 
情報大 扣1の 群馬大 
都立大 の—化 農工大 
情報大 外語大 
都立大 SIU 外語大 
農工大 別 な術大 
都立大 sfj :： 群馬大 
情報大 技術大 
情報大 工業大 
都立大 挑—^ 武蔵大 
H 繫大 都立大 
〔順位〕①東京情報大②都立大⑤ 
群馬大④東京農工大⑤東京外語大 
⑥帝京技術科学大 
0順位決定戦 

情報大 日工大 
都立大 ^1^ 武蔵大 

02位決定戦 

日工大 都立大 
〔総合順位〕①東京情報大学②日 
本工業大③東京都立大④武蔵大 

►，ホ子1部 

東女体大 W 19 千明短大 
日化大 別—巧 東海大 
筑波大 巧—じ 日女体大 
東女体大 千明短大 
日体大 犯—9 東海大 
筑波大 ^!u 日女体大 
東女体大 お 一 じ 東海大 
日体大 W — 巧 日女体犬 
筑波大 が IU 千明短大 
東海大 巧 —7 千明短大 
東女体大 嫂！：2 日 女体大 
日体大 SIW 筑波大 


東海大 の—7 千明短大 
東女体大 ^1 巧 日女体大 
日体大 筑波大 
日女体大 東海大 
日体大 が一。千明短大 
東女体大 巧—巧 筑波大 
日女体大 の 東海大 
日体大 が千明短大 
東女体大 wiw 筑波大 
日女体大 千明短大 
筑波大 東海大 
日体大 ？3!の 東女体大 
日女体大 ^—8 千明短大 
筑波大 ^ — ^ 東海大 
東女体大 巧— ?3 日体大 
〔順位〕①日ネ体育大②東京女子 
体育大③筑波大④日本女子体育大 
⑤東海大⑥ f 葉明徳短大 
▼ホ子2部 
0 A グル—プ 

東学大 ^ — 5 大東大 
千葉大 淵—日 昭和薬大 
東学大 ^ — 4 昭和薬大 
大東大 ^ — 6 文教大 
大東大 ^ — 8 昭和薬大 
千葉大 — 文教大 
千葉大 说大東大 
東学大 S 13 文教大 
昭和薬大 Ui6 文教大 
東学大 千葉大 
(順位〕①東京学芸大②千葉大③ 
大東义化大④昭和薬科大⑤文教大 
0 B グル I プ 

茨城大 ？§ — u 横沪ハ大 
玉川大 W ! 巧 横浜大 
玉川大 如—6 国女大 
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义 — -I I 、夕与 I •中国ファンド•チャンス 

ノ^- L レ•ごレ、ご•公社債投信•株式投信 

まミお E お•讓麟証券 

J ■本店：〒 1 日 3 累京都中央区邮滸-卽-5 

y マ ■ W ■雲話：日 3(3 巧 4) n ?11 


楠おホ S — 巧 国击大 
ぶ城太 が—8 都留大 
都が大 — w 国±大 
來城太 リ Y 2 玉川大 
邮切大 WIW 横浜大 
お端大 ^16 国±大 
'玉 W 大 扣 —W 都留大 
( 順位；1萊城大③玉川大⑤都留文 
化ん.涵樹浜大⑤国击館大 
01おみを戦 

東爭大 茨城大 
0 3がみを戰 

尘川乂 の 千葉大 


東海学生 


▼男す一部 

中部大 愛教大 
ぉ城大 が一？3 愛知大 
中京大 献 1^ 愛学大 
中部大 愛学大 
中京大 SIW 名城大 
愛知大 糾（が 愛教大 
愛学大 名城大 
中部大 お—巧 愛知大 
中京大 W —2 愛教大 
么城大 記—?3 愛教大 



中部大 wiw 中京大 
愛知大 巧愛学大 
愛学大 愛教大 
中京大 愛知大 
名城大 中部大 
〔順位〕①中部大②中京大③名城 
大④愛知学院大⑤愛知大⑥愛知教 
育大 
▼ホ子 

中京か大 ^15 南山大 
中京大 が一 7 愛教大 
中京か大 か IW 愛教大 
中京大 ^ — 4 南山大 
中京大 の—巧 中京ホ大 
愛教大 巧！ W 南山大 
中京女大 が一 3 南山大 
中京大 お一 3 愛教大 
愛教大 ^ — ^ 南山大 
中京か大 別 — 3 愛教大 
中京大 WI 3 南山大 
中京大 巧 中京か大 
〔順位〕①中京大②中京女子大③ 
愛知教育大④南山大 


化信越学生 


▼男子1部 

新潟大 ^ — ^ 金沢工大 
新潟大 巧— :5 富山大 
新潟大 巧—;2 福井大 
新潟大 巧 信州大 
を沢工大 が一が 富山大 
金沢工大 姑 f U 福井大 
金沢工大 信州大 
富山大 が一化 福井大 
富山大 パ 信州大 


信州大 の一；^; 福井大 
.〔順位〕①新褐大②金沢工業大③ 
富山大④信州大⑤福井大 

▼ち子2部 

金沢大 巧 —: S 長野大 
〔順位〕①金沢大③長野大 

▼女子 

仁愛短大 の—^2 金沢大 
仁愛短大 新褐大 
仁愛短大 ^—u 富山大 
仁愛短大 ^ — 8 信州大 
新潟大 を沢大 
金が大 ^—u 富山大 
金沢大 u —^ 信州大 
富山大 の新漓大 
新潟大 25 — 2 信州大 
富山大 の一巧 信州大 
〔順位〕①仁愛女子短大③金沢大 
⑤新漓大④富山大⑤信州大 


関西学生 


▼男子1部 

大経大 游—バ 同大 
大体大 ^—n 桃山大 
京産大 近大 
同 大 對 1^ 近大 
大経大 g ?— じ 京産大 
桃山大 WIW 立命大 
大体大 お 一 巧 近大 
大経大 别—化 桃山大 
大体大 京産大 
立命大 2^!巧 同大 
大経大 立命大 
桃山大 近大 
大体大 如—9 同大 


京産大 な一巧 立命大 
同 大 撕ム 桃山大 
大経大 近 大 
京産大 桃山大 
大体火 立命大 
近 大节化 立命大 
京産大 の I U 同 大 
大経大 大体大 
〔順位〕①大阪経済大②大阪体育 
大⑤京都産業大④桃山学院大⑤同 
志社大⑥近畿大⑦立命館大 
►ホ子1部 

大教大 京教大 
大体大 仏教大 
武庫川大 ^—n 大教大 
関西外大 SI 9 京教大 
大体大 巧—巧 関西外大 
武庫川犬 说 —2 天理大 
大教大 仏教大 
武庫川大 か一 8 仏教大 
大教大 ^ — ^ 関西外大 
天理大 巧 IW 仏教大 
天理大 ^—n 京教大 
大体大 班12 大教大 
大体大 W — 9 京教大 
お库川大 ^ —じ 仏教大 
天理大 W — W 関西外大 
大体大 巧 天理大 
武庫川大 関西外大 
京教大 仏教大 
関西外大 パ仏教大 
天理大 大体大 
武庫川大 拍大体大 
〔順位〕①武庫川女子大②大阪体 
育大③天理大④大暇教育大⑤関西 
外語大⑥京都教育大⑦仏教大 
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国 生木生 
府更 
台 お津浜 


29 42 42 说36 37 34 查区 

I 11 1111 V 

18 24 20 24151214 


1413 14 


幕幕巧 若鎌鎌 市市東 
張張孫 ヶヶ 葛 
化化子 松をを 原原飾 


東栃茨千 

東巧 
京 

栃千 

群山 

東栃 

茨群山千 

京木城葉 

城 

木葉 

馬梨 

京木 

城馬梨葉 


栃 

千群 

東 

茨山 

神モ栃群 
奈 

木 

葉馬 

京 

城梨 

川葉木馬 


郷 

巿 

総 



の 




ま 


群 馬 
神奈川 
埼玉 
山 梨 
►’2 回戦 
神奈川 
山 梨 
▼決勝 


恥隔東 の一 2 

帖掠東 化 —9 

木着津 巧 IM 

▼巧 E ブロック 

姑 南 ^17 


山 梨 

※代表 U 埼玉、東京、 

《成年男子2部〉 

▼1 回戦 
埼玉 

栃木 ？5ム 

神奈川 巧 IW 
東京 §3— 巧 
▼ 2 回戦 

埼玉 ％ —巧 
神奈川 如 —S 
マ代表決を戦1回戦 
千 葉 巧 
茨城 巧—記 
►•代表決定戰2回戦 
東京 リ——の 
茨城 W — の 
▼代表決安戦 
東京 

※代表リ埼玉、神奈川 

《成年女子〉 

▼1 回戦 



第9回干葉県高校 

ジュニア選羊综 


(‘ g 月の〜巧日/生浜高校ほか) 

<男そ〉 

▼で選り—グ A ブロック 

悲浦エ相 ^—9 小 金 

船橋旭 U — 5 小金 

森-诚 H が H 14 船橋旭 

▼阿： Q ブロック 

與 じ京 葉 

な 葉 K — 2 船橋西 

泉 ^ — 8 船橋西 

▼閒 C ブロック 

が 原 の—6 巧大紅陵 

が太姑愤 UIO 渋を幕張 

が 原 じ—〇 渋谷幕張 

▼向りブロック 


山 梨 M 
※代表=山梨 
《少年男子〉 

マ1回戦 
千 葉 巧 
神奈川 S 


合体育館) 
《成年男子 
ザ1回感 
山 梨 
埼玉 
東京 
茨城 
► 2回戦 
埼玉 
東京 
▼決勝 
埼玉 


± 気 UI 5 国府台 

帖ぉ MI 9 止 気 

▼阿 K ブロック 

ホぶが一い が I 市川西 

施山中央 SS 7 市川西 


►’代表決定戦1回戦 
板木 此—別 
神奈川 

▼代表決定戦2回戦 
茨城 でお 


流山中央 


千葉南 
松戸六実 

松戸六実 

千葉明徳 

沼 南 

沼 南 

回戦 

泉 

学館浦を 

市立松戸 

専大松戸 

松戸秋山 

船橋東 

佐 原 

柏 南 


ホ立松戸 
▼同 G ブロック 
学館浦を 

東葛飾 UI 5 
学館浦を の 16 
▼同 H ブロック 
若松 での 
専大松戸 の—5 
専大松戸 じ—9 
マ同 I ブロック 
八千代 巧 —5 
我孫子 817 
八千代 ^12 
►，同 J ブロック 
柏 陵 ^—u 

千葉南 巧—8 

相 陵 SI 2 

►同 K ブロック 

松戸秋山 u !^ 

千葉明徳 巧—4 

松戸秋山 巧 —3 

▼決勝卜^~ナメント1 

白 旨 311 

ホ 育 11 

八千代 Ui 7 

東京学館 UIW 

東 邦 WI 4 

が 陵の—7 

芝浦エ相 n—6 

二松お南 s !9 

▼同2回戦 

市 川 巧 — W 


群 馬 
埼 玉 

神奈川 


栃 木 
山 梨 


国体明東予選 
( 9月6〜8日/埼玉 


神杂川 
城、山製 


明 徳 じ，—9 流山中央 
▼決勝トーナメント1回戦 
明 徳 Ui 5 柏 陵 
►•同2回戦 

若松 巧122 生 お 
流山中央 UI 4 市立松戸 
若葉看護 ^—〇 東 邦 
和洋 じ！ 4 明 徳 
►，準決勝 

和洋 巧 IW 若 松 
若葉看護 n—4 流山中央 
▼ 3 位決定戦 

若 松 53 — 5 流山中央 
マ決勝 

和洋 U 7若葉看護 


お京学館 1—n 八千代 
柏 陵 に一 〇 東邦 
二松沼南 ^,—4 芝浦エ柏 
▼準決勝 

市 川 バ —U 東京学館 
二松沼南 じ 柏’陵 
►3 位決定戦 

東京学館 HIn が 陵 
▼決勝 

巿川 W I 53二松沼南 

《ホ子〉 

▼子選りーグ L ブロック 
生 お W — 7 聖 徳 
佐原か じ一 6 聖 徳 
生 お UI 7 佐原女 

マ同 M ブロック 

相 南 で〇 ± 気 
若葉看護 T 4 ± 気 
若葉看護 巧巧 南 
▼同 N ブロック 

若 松 9 — 4 東 葛 飾 
若 松 ^16 幕 張化 
▼同〇ブロック 

相 陵 916 市立松戸 
佐 原 UI 8 御宿家政 
市立松戸 8 t 7 佐 原 
柏 陵 巧 [4 御宿家政 
市立松戸 の一2 御宿家政 
相 陵 WI 7 佐 原 
マ同 P ブロック 

明 徳 W 15 松戸秋山 

流山中央 ^ —1 東金か 

流山中央 UIW 松戸秋山 

明 徳 W —0 東金か 

松戸秋山 25—3 東金か 
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夺.を地の大を瓶栗 _ 
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日本が'生んだ世界のボール 

日本ハンドボール協会おを巧 



L • B • C 中を製法です。 


mm 巧,たミホま会社 


東京都台東区がケ谷 1-11-7 
東京•大阪•名古屋•福岡•ネし幌 
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JUKI ムネ々夕 
▼決勝 

シヤ トレ— だ 大崎電気 

第 W 回卞藥県民体育大を 

(W 巧5、6日/佐原市民体育館 
ほか) 

《男子〉 

>’1回戦 

モ葉巿 g — 8 船橋市 
勝浦市 別 袖ヶ浦巿 
市原巿 别松戸市 
が 市 淵 IU 木更津巿 
東葛飾郡 佐原市 
習志野市 SI 2 J 巧牆郡 
►’ 2回戦 

巿川市 W — 巧 千葉市 
巿原市 W — W 勝浦市 
相 市 東葛飾郡 
習志邸市 ^ — ^ 八千代巿 
►•準決勝 


市原市 
習志野市 

器 市 


市川市 
相 市 
▼決勝 

巧川市挑 

《ホ子 V 


▼1 回戦 

佐原市 U15 印廊郡 
習志野市 2 — じ 船橋市 
▼準決勝 

千葉市 WI 6 佐原市 

習志野市 巧—。 市川市 

►，決勝 

千葉市 U I ?^習志野市 


靖 ^ 把—の 群 馬 
お な ^1 が 茨城 

▼ 2 回毁 

^ 葉 ^ — ^ 神奈川 
埼 ち 東 京 
▼巧表決定戦1回戦 
ち 京 じ 山 梨 
禪 馬で S 茨城 
▼代表決定戦 2 圆戦 

愤 木 化ム 東京 

神を川 巧 IK 群 馬 

▼化を決定戦 

神奈川 ^ — ^ 栃木 

後が表=埼玉、千葉、神奈川 

A み年女子》 

▼ L 回戦 

靖 玉 茨城 

干 葉が一9 山 梨 

滞 馬 化— 8 東京 

術 木の一じ 神奈川 

▼ 2 回戦 

卜 葉 埼玉 

辞 馬 栃木 

▼代表決定戦 1 回戦 

茨城 の山 梨 

神奈川 ^ — 8 東京 

ザ代表決定戦2回戦 

ぶ 城 UIW 祗木 

神奈川 ^—n 埼玉 

▼巧勝 

跟城 巧—じ 神奈川 

が代表 H 群馬、千葉、巧城 


^第^一:固關東実業団遵手植 

(9 巧別、の日/一一 I 井石油化学体 
育館ほか) 

《男子1部》 

►’1 回戦 

大崎電気 WIW セントラル 
自動車 

ブ準決勝 

大崎電気 巧—化 中村荷役 
一二陽商会 の一 S 一二 景 
マ3位み定戦 

中巧荷役 gsl 扣 一二 景 
►，決勝 

大崎電気 WIW 一二陽商会 

八男子2部〉 

マ1回戦 

コスモ石油自衛隊久まお 
日本原研 お一 7 一二并石化 
出光千葉 富±電機 

JUKI ^—u 常陽銀行 

▼•敗者戦 

富古電機 の IK 一一一井石化 

常陽銀行 ^ — ^ 一二井石化 

▼準決勝 

コスモ石油 — W 日本原研 

JUKI 把 IW 出光千葉 

▼決勝 

JUKI g — のコスモ石油 

《女子〉 

▼1 回戦 

ムネ々夕 自化校 

►，準決勝 

大崎電気 化— ^3 JUKI 

シャトレ—ゼムネカタ 

▼3 巧決を戦 



第が回一二重県総合選ずお 


(9 月 1、 巧、の 日/四日 市四郷 
高ほか) 

<男子〉 

▼1 回戦 

二一菱袖化 ^ — ^ 津高 OB 
一二重教員 巧 i 7 むつみヶ丘 
ク C 

桑名西ク A の [9 四日巿 
中央エク 

四日巿エ高〇:の— ^:;むつみヶ直 
ク A 

亀山高 ：2|9四日巿四鄉高 
祕ノ森ク B 2— 巧 海星高 
川越高 ^—n 鳥羽商船 
桑名高 B WI 5 四日巿南高 
〇 B A 

鶴ノ森ク C ^^ — ^桑名エ高06 
が四エク WI 7 名張西高 
津東高 巧 13 尾驚高 
津エ高 U —8 津高 B 
桑名工高 巧 八棱星 B 
桑名高 A 四日市南高 
〇 B B 

鶴 ノ森ク E 四日市南高 
〇 B 

桑名化高 B MI 8 离田高 
津高 A WI 1 上野高 
鶴 ノ森ク D — w 四日巿西高 
四日市南高 Wi 7 津西高 
四日巿高 B ;5|6四日市エ高 B 
桑名化高 A 糾 —9 鳥羽商胳 OB 





















生藤東 
井大 
野寺阪 


東重辟 
高大高 


181日 191417 23 

I I 1111 

1614 13131011 


天八山港 
王 

寺尾本南 


勝 山 
柏 原 
阪南 
東住まエ 

天王寺 
上宮 

天王寺 

此花学院 


西を川ク 
晚高 OG.A 

$31二重選抜 



焼高 OG • A 
一二重選な 316 
西を川ク 巧 
▼準決勝 

一二重選抜 糾 [3 

ジャスコ お IW 



島上大適 
長 尾 
同志社香里 
城東エ 

0 津 
西瘡屋川 


マ 3 回戦 
春日を 
横 津 
西寢屋川 
烏 上 
ザ準決勝 
春日丘 
島 上 


関西か短 
東住ま高 
嵩 津 
住 吉 
八尾東 
鶴見商 
城 南 
池 島 


阪 南 
信愛か 

信愛か 


四天王寺 218 大 を 

令東ブロック予選 
《男子〉 

►•1回戦 

芥川 917 高概化 
鳥上大冠 ^1^ 関西大倉 
磯島 ^12 門 真 
長 屋 W —9 牧既 
加 納 茨木東 
府立エ専 島 本 
0 津で S 淀川エ 
撥 陵で U ず口化_ 
同ぶな香里化— 8 枚 方 
交 野 5317 寝屋川 
西寝屋川 916 茨 木 
四条聴 Ui 7 大 お 
城東エ 2 — K 門真南 
2 P X C 1 

南寝屋川 じ！ U 一二 島 
マ2回戦 

春日丘 の—2 芥 川 
島上大冠 磯 島 
長 尾 巧 — U 加納 
0 津 S 12 府立エ専 
同志社を里化 —U 0 陵 
西寝屋川 M 19 巧 辟 
城東エ 巧四条聴 
島 上 巧 i 7 南寝屋川 


此花学院 ^—n 
天王寺 813 
桃山学院 ^1^ 
上 宮 ^ — 3 
▼準決勝 

此花学院 巧— 4 
桃山学院 化 IU 
V3 位決定戦 
上 宮 の一 3 
▼決勝 

桃山学院 ^ —4 
《ホす〉 

▼1 回戦 

関西か短 巧 f 6 
住 ま で 5 
池 島 UI8 
▼ 2 回戦 

四天王寺 W 15 
港 南 ^in 
山 本 61 4 
阪 南 ^ — 3 
大 を WI 4 
A 尾 W 15 
信愛か UI3 
天王寺 917 
y 3 回戦 

四天王寺 が— 1 
阪 南 — 5 
大 を の 一 〇 
信愛か ^—1 
▼準決勝 

四天王寺 UI 5 
大 を の— 6 
▼3 位決定戦 
阪 南 ^12 
マ決勝 


ホ陋府高校秋季猎が _ 

♦中ブロック予選 
A 男子〉 

▼1 回戦 

生 野 M 19 羽曳野 
池 島 战港 南 
が 原でじ 住 ま 
阿倍野 918 柏原東 
東住ま じ—9 藤井寺 
花 園 glu 山 本 
阪 南 WIO 清 風 
高 津 W —4大教大平野 
八 尾 巧 18 藤井寺エ 

▼ 2 回戦 

化化学院 U18 生 野 
勝 山 UI 9 池 島 
化 原 の！8 阿部辟 
天王寺 916 東住吉 

桃山学院 の一9 花 園 

阪 南 巧（6 乂尾東 

東住まエ 917 高 津 

上 宮 W — 日 八 尾 

▼ 3 回戦 


桑名西ク B 巧 iU 桑あ化宵〇 B 
むつみヶ丘 SIW 亀山商 


ク B 
踏お高専 
一二重大 
八稽星 A 


西朝明ク 
^ lu 四日市高 A 
W 17名張西高 OB 


鶴ノ森ク KI 7 四日市中エ高 
桑名西高 WI 5 上野ェ高 

▼ 2 回戦 


本田爽風会^—〇 

一二重教員 の一化 

南一山高 

絹ノ森ク B ^—n 

絹ノ森ク C 

谏東高 u —^ 

桑ぶエ高 の—6 

四口市エ高じ^3—0 

嘴ノ森ク E uin 

が髙 A 52—6 

狸日市南高 

四日市南高 B じ—〇 

むつみヶ丘じ一〇 

ク 巨 

一二重大 A ^!u 

絕ノ森ク A ^—n 

本田ク ？512 

▼ 3 回戦 

本闲お風会の 1U 

を出高 uln 

鶴/燕ク C 

峭日市^高 CU—W 

锅/森ク巨 W—9 

叫 n ホ高 B 

むつふヶ五 ^—n 

ク B 

夺 W ク の — W 


一二菱池化 

桑名西ク A 

四日市エ高 

川趟高 

桑名高 B 

が四エク 

津エ高 

桑名高 A 

西徑川ク 

桑名化高 B 

賴ノ森ク D 

桑名化离 A 

桑名西ク B 

鈴鹿高専 

八穂星 A 

桑名西高 

一二重教員 

鶴ノ森ク B 

津東高 

桑名工鳥 

津高 A 

四日市南高 

一二重大 

鶴ノ森ク A 


►.準々決勝 
本田爽風会の 
四日市ェ高 c ? s — じ 


亀山窩 
鶴ノ森ク C 
四日市高艮 
むつみヶ丘 
ク C 


の—8四日市エ高 C 
2— 化 賴ノ森ク 


本田ク 


鶴ノ森ク E 
本田ク 

▼準決勝 
本田爽風会 
本田ク 
▼決勝 

本田4「2 — 

爽風会2位 i と 

《ホ子〉 

四日市高 W —5 四日巿西高 
晚高〇巨 • BW 19 K クラブ 
上邸高 巧 —2 尾驚高 
四日市四郷高8 —7 桑名西鳥 OG 
晚高 OG • A $312 キユーティ— 

マヨネーズ 

むつみヶ丘ク；^; — 3 桑名西高 

名張西高 じ一 7 桜クラブ 

111 重大 ^—1 松阪か高 

津東高 §515 四日巿南高〇 


上野高 OG 

西笛川ク 

マ2回戦 

ジャスコ 

桑名离 

上野高 

晚高 OG • 

一二ま選拔 

一二重大 

津東高 

西篮川ク 

マ3回戦 

ンャスコ 


5113 

1 1 

9 I 〇 

1 1 


津 高 

トマト 


K —4 四日市高 

^!u 晚高 OG.B 

3 il 四日市四郷高 

A バ — 6 川越高 

UIO むつみヶ直ク 

じ— U 名張西高 

別上野高 OG 

^ in 四日巿南高 

巧—1 桑名高 


26 - 













佐和 高久貝兰岸 
米塚圃和 
野泉 石田南丘田 


市東薫 

せ 

岡中英 


繁成東池 
淀田 
面撥川化 


兰高 辨和富和 
国 泉田 

丘石 東ェ林泉 


刀 北豊桜裳 
根 

山 野中塚面 


泉界金 
陽上岡 


久辨長 
鳳米： 

田西辭 


♦を地の大鲁結果 


技を制す/ 

日本ハンドボール協を檢定工場 
圈際体操連盟を式競技認定品製造工場 
日本体操協を器械器具檢定工場 
固際体操連盟を式競な認定品製造工場 


スポーツス ピリット 

体育施設の総合 一力一 

げ 繊&パ、,"長春滿 

本な工場/広島累福山巿弓階町5 了目4番23号 干721電話 (0849)4 卜0230雌 
大阪支店/大おな八尾巿若林な ITS 70 -I 干581電話(の 29)48-35 如瞒 
営業巧/東北替業巧名古透営業所橋岡営業戸斤 


▼店.陆決を戦 
が 泮 別！ 2 

▼1 

を H お YS 
<古子> 

▼1 画戦 

义 東 9 18 
西寝お-川 ^ — 4 
亨画戦 

お： TJ 丘 が一。 

萊 木 714 

南寢屋川 じ— 1 

痕屋川 ^ — 6 

な 方 YS 

窩概化 nl 5 

巧 真 uf 5 

鬥真南 816 

▼ 3 同戦 

恭 U 丘 W —1 

混崖川 212 

枝 方 ^ — 3 

巧真南 nI3 

▼準決勝 

寢屋川 915 

巧真南 m — 8 

▼ 3位決定戦 

審日丘 52 — 6 

▼決勝 

巧真南 918 

♦南ブロック予選 

<男子〉 

▼1 回戦 

い巧塚南 6 

岸和田産 じ— 8 

登美& u — ^ 

喃义辨 ^In 


一二園丘 

商大那 

富田林 

住吉学園 


豊 島 
千里 
豊 中 
刀根山 
化 野 
池 田 
桜 塚 
福島女子 


金蘭会 
梅 化 

金蘭会 

桜 宮 

春白山 
高 石 


桜 宮 
刀根山 
都島ェ 


岸和田産 
鳳 

住吉商 
東百を鳥 

住吉商 
琳 東 


萊淀エ 
繁面学園 
柴 島 
西野田エ 
渋 を 
化千里 
東豊中 
山 田 

大阪学院 
追手門 
市 岡 
千 里 
池田化 
池 田 
東淀川 
大商学園 


貝塚南 
大体大浪商 
岸和田産 
登美立 
泉 化 
泉大津 
岸和田 
東百を鳥 


西寝屋川 
島 上 


大阪市立 
香里を 

大 東 

牧 '野 

茨木東 

島 上 

巧 津 

授 尾 

ホロ化 

西寝屋川 

茨 木 

南寢屋川 

高满化 

門 真 

春日立 

枚 方 

枚 方 

寝屋川 


化 陽 1 IS 
▼3 位決定戦 
桜 宮 ^ — 9 
▼決勝 

化 陽 U — 9 

<女子》 

▼1 回戦 

豊 島 じ—〇 
金蘭会 ^ — 9 
桜 宮 W 1 1 

▼ 2 回戦 

宣 真 n —9 
池田化 化—6 
東淀川 WI 9 
金蘭会 9 I 7 
成 撰 713 
梅 花 巧！6 
裳 面 UI 9 
桜 宮 615 

▼ 3 回戦 

宣 真 W — 4 
金蘭会 UI 7 
梅 花 UIS 
桜 宮 巧—8 
▼準決勝 

宣 真 n —7 
桜 宮 巧 — 4 

▼ 3位決定戦 

梅 化 じ In 
▼決勝 

宣 真 S -4 

♦中央大会 
《男子〉 

▼1 回戦 

刀根山 UI 7 
此花学院 W —6 


東百を鳥 ^—4 
0 東 
y 準決勝 

初 芝 WI 4 
塊 東 WI 8 
マ3位決定戦 
東百舌鳥 nIn 
ザ決勝 

初 芝 の|?3 

♦•化ブロック予選 
《男子〉 

▼1 回戦 

大阪学院 UIO 
贊面 巧 —5 
桜 塚 の IU 
刀根山 巧 IU 
化田化 nl 6 
豊 中 4 13 
東淀川 ^In 
大商学園 ^—7 

▼ 2 回戦 

都島エ リ I7 
輿 面 w — w 
桜 塚 H 15 
刀根山 ^!7 
桜 宮 の！ 4 
曲ぶ 中 9 [ 6 
化 野 MI7 
化 陽 ^ — u 

▼ 3 回戦 

都島エ U — 8 
刀根山 UI6 

桜 宮 SI 4 

化 陽 ^ — 6 

►準決勝 

都島ェ 2 I 9 


和泉エ ^ — 8 
罕和田 918 
東百舌鳥 如— 9 
マ2回戦 

初 芝 で 4 
和 泉 n —8 
高田林 WIW 
高 石 

商大骄 別 —6 
和泉エ ネケン 
0 東 nl 9 
一二国丘 ^ — 8 
►’3 回戦 

巧 芝 ^ f 5 
高 石 
商大解 

一二国丘 UI 7 
▼準決勝 

巧 芝 別 — 5 
商大辨 W 19 
マ3 位決定戦 

高 石 n —9 

►，決勝 

巧 芝 て W 

《女子〉 

マ1回戦 

和 泉 で 5 

佐 野 9! 6 

住吉商 Wi 3 

東百舌鳥 611 

岸和田産 じ一 3 

鳳 が一1 

那 東 巧—2 

►’ 2 回戦 

初 芝 W 16 

住ま商 818 


一巧一 








米 境米ブ A 高 A 

子境港子5 具 

西 ェ化戦 V 29 

曰 


米米 倉米倉 
子子 ま子ま 
東化 西西産 


子 子 ま子吉 

南 東 産西 西 


25 26 

17 313317 

10 

! 1 

1 i 1 1 

月 

9 7 

12 5 214 

5 



曰 



/ 

米米 

境倉倉ホ 

含 

子子 

水まま子 

ま 

産 

西北 

産東エ東 

業 


マ 2回戦 
境港ェ 
境 


倉まエ 
境水産 

米子西 
倉吉東 

米モ化 
9 境 


►敗者復活1回戦 


米子東 
含ま東 
►同2回戦 
ホ子東 
米子化 
► .3位決定戦 
米子東 S 
▼決勝 

境港エ？^ 

《女子》 

►1 回戦 
米モ南 
米子東 
境 

▼ 2回戦 
米モ南 


リ [7 

で5 

で 6 

9 I 2 

1 1―I 

812 
1 1 

. UI 3 

CI 6 


境 


じ|0 

UI 9 

で〇 

で5 

じ—6 


▼.敗者復活戦 1 回戦 
ホ子西 WI 6 倉 
►，同 2 回戦 

米モ化 ^19 米 
米子東 ^ — 〇 倉 
▼ 3 位決定戦 

米モ化 化 [3 米 
►，決勝 


各地の大会結果を 

わ知らせ下さい 

機関誌「ハンドボール」では 
できるだけ多くの大会の結果を 
みなさんにお伝えしたいと願っ 
ております。誌面の都合上、な 
かなかいっぺんには掲載できま 
せんが、必ず記録として残して 
いきたいと思っております。 

どうか大会が終了しましたら 
その結果を日本協会機関誌係に 
あてて郵送くださるようお願い 
致します。 


長府 WI 6 西 京 
▼決勝 

「て’ 


長府2^ 


。岩 陽 


鳥取県嵩愤帮人戦 


挑山学院 
糕宮 
化 陽 
h 宮 
巧 芝 
巧津 

▼ 2回戦 
刀根山 
桃山学院 
上 宮 

巧 芝 

►準決勝 

槛山学院 

初 芝 

▼決勝 

桃山学院巧 

《女子〉 

▼1 風戦 

が 芝 

人を 

巧真南 

贿花 

音：真 

阪南 

峭天_止寺 

蜡宮 

▼ 2叫職 

太が 

巧音南 

宣真 

四义ホ 

▼带決勝 

太 巧 

四夫でホ 

▼み眼 


で8 

5 1 
1 1 

で6 

巧 —9 

で4 
n—9 

311 
1 1 

Y 9 

说 — 6 

Ui 3 

で4 

3 2 

11 

9——5 

6——6 


バ — 9 

MI 7 

8— —7 

9 1 

一 —II 

^ — 3 

で7 

別！2 

UI1 

巧—9 

ni8 

9— —6 

で4 

で9 

で3 


西寝屋 
商大附骄 
一二国丘 
島 上 
天王寺 
都島エ 

此花学院 
桜 宮 
化 陽 

0 津 

刀お山 

上 宮 

U 初 芝 


金蘭会 

春日丘 

信愛か 

骄 東 

住ま商 

寝屋川 

枚 方 

東百を鳥 

巧 芝 

梅花 

阪 南 

桜 宮 

門真南 

宣 真 


四天王子巧 



山口県高校選手権 


(9 月 gr W 日/下関中央工業高 
校ほか) 

《男子1部》 

マリ I グ戦 

下松エ 高 水 
岩圍エ nIn 岩 陽 
下松エ 岩 陽 
岩固エ 3—9 高 水 
岩 陽の —S 高 水 
下松高 UI8 岩圃エ 
〔順位〕①下松ェ②岩陽③岩国ェ 
④島水 
《男子2部〉 

▼1 回戦 


下 松の 一 S 


山 


P 


徳山商 

華 陵 

岩 国 

▼ 2 回戦 

下 松 

徳山エ 

下関中央エ 

徳山商 

華 陵 

徳 山 

巧府商 

岩 国 

▼ 3 回戦 

下 松 


Y 8 

別 —3 

化—4 

n—9 

?3|2 

2 I 〇 

1 1 

613 

1 1 

610 

11 

1 6 

2 1 

巧—8 

Y 8 


田 部 

宇部エ 

下関第一 

聖 光 

西 京 

防府西 

下関エ 

ィ野田エ 

下関西 

早 綱 

南陽ェ 

感山ェ 


下關中央エ巧徳山商 
徳 山 W18 華 陵 
岩 国の一2 防府商 
►準決勝 

下関中央エ巧—:3 下 松 
徳 山 岩 園 
▼決勝 

「2 — 00 

下單窒 K I 2;徳 山 

《ホ子1部〉 

マ A 組リ I グ戦 

岩国商 w!u 熊毛化 
華 陵 WIU 熊毛化 
岩国商 の—じ 華 陵 
〔順化〕①岩国商②華陵③熊毛化 
▼ B 組リ—グ戦 

徳山商 ^ — ^ 高 水 
高 水 徳 山 
徳山商 3 — 日 徳 山 
〔順位〕①徳山商②高か③徳山 
▼3• 4位決定戦 
高 水 華 陵 


。位決定戦 


岩国商？3 


が一 21 


2徳山商 


《女子2部〉 

▼1 回戦 

防府商 ^ — 4 新南陽 
慨巧西 816 田 部 
▼ 2 回戦 

岩 陽 ^ — 9 防府商 

響 山口中央 


西 京 


岩 園 


長 府 ^—1 

▼準決勝 

岩 陽で2 


防府西 


響 


一战一 
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©TAMURA SHIGERU 


人と技術の壬里想をめざす 

Interrace 

株式会社円立製作所干 10 H 0 東京都千代田区神田駿河台四了目 6 番地電話/東京(〇 3 ) 3 巧 8 - in 1〈大代> 


が術じも、 

か温があるんだね 

ごこへ巧ったら会えるごいぅ存をでもないのじ 
夕日、たくさんの巧利や快適を送りどごけている。 

いないよぅじ見えて、ちゃんどそこじいる0 
それが、私たちの巧術の正かなんです。 

みんなの幸せのためじがんばっています、よろしく。 

これからも、ずつどずっど人と巧術の 
あたたかい 関 張を考えていきます。日立です。 



H 


(巧)日本ハンドボ I ル協会提 

『ハンドボール』 


第舶号 


昭和四十年六月セ P . 斗成一二年十一ち二十六日巧和 
第三種郵便物認可平成一二年十二ち一日発斤 
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